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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスネットワークにおいてマルチキャストブロードキャストデータを受信するた
めの方法であって、
　１つまたは複数の信号中のマルチキャストブロードキャストデータを受信することと、
　前記マルチキャストブロードキャストデータに関係するスケジューリング情報を受信す
る際にエラーが発生したかどうかを判断することと、
　前記エラーが発生したと判断されたとき、前記マルチキャストブロードキャストデータ
の少なくとも一部分に対応するメディアアクセス制御（ＭＡＣ）レイヤパケット中のＭＡ
Ｃレイヤサブヘッダを復号することと、
　前記ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネル識別子が要求されたチャネルの要求されたチ
ャネル識別子に対応するかどうかを判断することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記ＭＡＣレイヤパケット中のＭＡＣサービスデータユニット（ＳＤＵ）を通信レイヤ
に与えることをさらに備え、前記チャネル識別子が前記要求されたチャネル識別子に対応
するかどうかを前記判断することは、前記チャネル識別子が前記要求されたチャネル識別
子に対応すると判断することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　後続のＭＡＣレイヤパケット中の後続のＭＡＣレイヤサブヘッダを復号することと、
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　前記後続のＭＡＣレイヤサブヘッダ中の後続のチャネル識別子が前記要求されたチャネ
ル識別子に対応すると判断することと、
　前記後続のチャネル識別子が前記要求されたチャネル識別子に対応すると前記判断する
ことに部分的に基づいて、前記後続のＭＡＣレイヤパケット中の後続のＭＡＣ　ＳＤＵを
前記通信レイヤに与えることと
をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＭＡＣ　ＳＤＵに関係するフレーミング情報を判断することをさらに備え、前記Ｍ
ＡＣ　ＳＤＵを前記与えることが前記フレーミング情報にさらに基づく、請求項２に記載
の方法。
【請求項５】
　前記ＭＡＣレイヤパケットに関係する物理チャネルがスケジューリング期間中の最後の
物理チャネルであると判断することと、
　前記物理チャネルが前記スケジューリング期間中の前記最後の物理チャネルであると前
記判断することに基づいて、後続のスケジューリング期間中に後続のスケジューリング情
報を受信することを試みることと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前のスケジューリング情報に部分的に基づいて、前記ＭＡＣレイヤパケットが物理チャ
ネルに対応するサブフレーム中にあると判断することに部分的に基づいて、復号するため
に前記ＭＡＣレイヤパケットを選択することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記前のスケジューリング情報が受信された時間期間にタイミングアドバンスを適用す
ることに部分的に基づいて前記サブフレームを判断することをさらに備える、請求項６に
記載の方法。
【請求項８】
　後続のＭＡＣレイヤパケット中の後続のＭＡＣレイヤサブヘッダを復号することをさら
に備え、前記チャネル識別子が前記要求されたチャネル識別子に対応するかどうかを前記
判断することは、前記チャネル識別子が前記要求されたチャネル識別子よりも小さいと判
断することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　次の物理チャネルインスタンスに対応する後続のＭＡＣレイヤパケット中の後続のＭＡ
Ｃレイヤサブヘッダを復号することをさらに備え、前記チャネル識別子が前記要求された
チャネル識別子に対応するかどうかを前記判断することは、前記チャネル識別子が前記要
求されたチャネル識別子よりも大きいと判断することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記マルチキャストブロードキャストデータが発展型マルチキャストブロードキャスト
マルチメディアサービスデータに対応し、前記スケジューリング情報がマルチキャストス
ケジューリング情報ＭＡＣ制御要素から判断され、前記要求されたチャネルがマルチキャ
ストトラフィックチャネルに対応し、前記要求されたチャネル識別子が論理チャネル識別
子に対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレスネットワークにおいてマルチキャストブロードキャストデータを受信するた
めの装置であって、
　１つまたは複数の信号中のマルチキャストブロードキャストデータを受信するための手
段と、
　前記マルチキャストブロードキャストデータに関係するスケジューリング情報を受信す
る際にエラーが発生したかどうかを判断するための手段と、
　前記エラーが発生したと判断されたとき、前記マルチキャストブロードキャストデータ
の少なくとも一部分に対応するメディアアクセス制御（ＭＡＣ）レイヤパケット中のＭＡ
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Ｃレイヤサブヘッダを復号するための手段と、
　前記ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネル識別子が要求されたチャネルの要求されたチ
ャネル識別子に対応するかどうかを判断するための手段と
を備える、装置。
【請求項１２】
　前記ＭＡＣレイヤパケット中のＭＡＣサービスデータユニット（ＳＤＵ）を通信レイヤ
に与えるための手段をさらに備え、前記チャネル識別子が前記要求されたチャネル識別子
に対応するかどうかを判断するための前記手段は、前記チャネル識別子が前記要求された
チャネル識別子に対応すると判断する、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ＭＡＣレイヤパケットに関係する物理チャネルがスケジューリング期間中の最後の
物理チャネルであると判断するための手段をさらに備え、判断するための前記手段は、前
記物理チャネルが前記スケジューリング期間中の前記最後の物理チャネルであることに基
づいて、後続のスケジューリング期間中に後続のスケジューリング情報を受信することを
試みる、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　１つまたは複数の信号中のマルチキャストブロードキャストデータを受信することと、
　前記マルチキャストブロードキャストデータに関係するスケジューリング情報を受信す
る際にエラーが発生したかどうかを判断することと、
　前記エラーが発生したと判断されたとき、前記マルチキャストブロードキャストデータ
の少なくとも一部分に対応するメディアアクセス制御（ＭＡＣ）レイヤパケット中のＭＡ
Ｃレイヤサブヘッダを復号することと、
　前記ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネル識別子が要求されたチャネルの要求されたチ
ャネル識別子に対応するかどうかを判断することと
を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記ＭＡＣレイヤパケット中のＭＡＣサービスデ
ータユニット（ＳＤＵ）を通信レイヤに与えるようにさらに構成され、前記少なくとも１
つのプロセッサは、前記チャネル識別子が前記要求されたチャネル識別子に対応すると判
断する、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記ＭＡＣレイヤパケットに関係する物理チャネルがスケジューリング期間中の最後の
物理チャネルであると判断することと、
　前記物理チャネルが前記スケジューリング期間中の前記最後の物理チャネルであると前
記判断することに基づいて、後続のスケジューリング期間中に後続のスケジューリング情
報を受信することを試みることと
を行うようにさらに構成された、請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　ワイヤレスネットワークにおいてマルチキャストブロードキャストデータを受信するた
めのコンピュータ可読記憶媒体であって、
　少なくとも１つのコンピュータに、１つまたは複数の信号中のマルチキャストブロード
キャストデータを受信させるためのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記マルチキャストブロードキャストデータに
関係するスケジューリング情報を受信する際にエラーが発生したかどうかを判断させるた
めのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記エラーが発生したと判断されたとき、前記
マルチキャストブロードキャストデータの少なくとも一部分に対応するメディアアクセス
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制御（ＭＡＣ）レイヤパケット中のＭＡＣレイヤサブヘッダを復号させるためのコードと
、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネル識別
子が要求されたチャネルの要求されたチャネル識別子に対応するかどうかを判断させるた
めのコードと
を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１８】
　前記コンピュータ可読記憶媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記ＭＡＣ
レイヤパケット中のＭＡＣサービスデータユニット（ＳＤＵ）を通信レイヤに与えさせる
ためのコードをさらに備え、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記チャネル識別子
が前記要求されたチャネル識別子に対応するかどうかを判断させるための前記コードは、
前記チャネル識別子が前記要求されたチャネル識別子に対応すると判断する、請求項１７
に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１９】
　前記コンピュータ可読記憶媒体は、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記ＭＡＣレイヤパケットに関係する物理チャ
ネルがスケジューリング期間中の最後の物理チャネルであると判断させるためのコードと
、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記物理チャネルが前記スケジューリング期間
中の前記最後の物理チャネルであると前記判断することに基づいて、後続のスケジューリ
ング期間中に後続のスケジューリング情報を受信することを試みさせるためのコードとを
さらに備える、請求項１７に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２０】
　ワイヤレスネットワークにおいてマルチキャストブロードキャストデータを受信するた
めの装置であって、
　１つまたは複数の信号中のマルチキャストブロードキャストデータを受信するための受
信構成要素と、
　前記マルチキャストブロードキャストデータに関係するスケジューリング情報を受信す
る際にエラーが発生したかどうかを判断するためのスケジューリング情報取得構成要素と
、
　前記エラーが発生したと判断されたとき、前記マルチキャストブロードキャストデータ
の少なくとも一部分に対応するメディアアクセス制御（ＭＡＣ）レイヤパケット中のＭＡ
Ｃレイヤサブヘッダを復号するためのＭＡＣプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）復号構
成要素と、
　前記ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネル識別子が要求されたチャネルの要求されたチ
ャネル識別子に対応するかどうかを判断するためのＰＤＵ識別構成要素と
を備える、装置。
【請求項２１】
　前記ＭＡＣレイヤパケット中のＭＡＣサービスデータユニット（ＳＤＵ）を通信レイヤ
に与えるためのデータ通信構成要素をさらに備え、前記ＰＤＵ識別構成要素は、前記チャ
ネル識別子が前記要求されたチャネル識別子に対応すると判断する、請求項２０に記載の
装置。
【請求項２２】
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素が、後続のＭＡＣレイヤパケット中の後続のＭＡＣレ
イヤサブヘッダを復号し、前記ＰＤＵ識別構成要素は、前記後続のＭＡＣレイヤサブヘッ
ダ中の後続のチャネル識別子が前記要求されたチャネル識別子に対応すると判断し、前記
データ通信構成要素は、前記ＰＤＵ識別構成要素が、前記後続のチャネル識別子が前記要
求されたチャネル識別子に対応すると判断したことに部分的に基づいて、前記後続のＭＡ
Ｃレイヤパケット中の後続のＭＡＣ　ＳＤＵを前記通信レイヤに与える、請求項２１に記
載の装置。
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【請求項２３】
　前記ＭＡＣ　ＳＤＵに関係するフレーミング情報を判断するためのデータ識別構成要素
をさらに備え、前記データ通信構成要素が、前記フレーミング情報にさらに基づいて前記
ＭＡＣ　ＳＤＵを与える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記ＭＡＣレイヤパケットに関係する物理チャネルがスケジューリング期間中の最後の
物理チャネルであると判断するためのデータ識別構成要素をさらに備え、前記スケジュー
リング情報取得構成要素は、前記データ識別構成要素が、前記物理チャネルが前記スケジ
ューリング期間中の前記最後の物理チャネルであると判断したことに基づいて、後続のス
ケジューリング期間中に後続のスケジューリング情報を受信することを試みる、請求項２
０に記載の装置。
【請求項２５】
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素は、前のスケジューリング情報に部分的に基づいて、
前記ＭＡＣレイヤパケットが物理チャネルに対応するサブフレーム中にあると判断するこ
とに部分的に基づいて、復号するために前記ＭＡＣレイヤパケットを選択する、請求項２
０に記載の装置。
【請求項２６】
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素は、前記前のスケジューリング情報が受信された時間
期間にタイミングアドバンスを適用することに部分的に基づいて前記サブフレームを判断
する、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素が、後続のＭＡＣレイヤパケット中の後続のＭＡＣレ
イヤサブヘッダを復号し、前記ＰＤＵ識別構成要素は、前記チャネル識別子が前記要求さ
れたチャネル識別子よりも小さいと判断する、請求項２０に記載の装置。
【請求項２８】
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素が、次の物理チャネルインスタンスに対応する後続の
ＭＡＣレイヤパケット中の後続のＭＡＣレイヤサブヘッダを復号し、前記ＰＤＵ識別構成
要素は、前記チャネル識別子が前記要求されたチャネル識別子よりも大きいと判断する、
請求項２０に記載の装置。
【請求項２９】
　前記マルチキャストブロードキャストデータが発展型マルチキャストブロードキャスト
マルチメディアサービスデータに対応し、前記スケジューリング情報がマルチキャストス
ケジューリング情報ＭＡＣ制御要素から判断され、前記要求された論理チャネルがマルチ
キャストトラフィックチャネルに対応し、前記要求されたチャネル識別子が論理チャネル
識別子に対応する、請求項２０に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　以下の説明は、一般にワイヤレスネットワーク通信に関し、より詳細には、制
御チャネル通信を復号することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　ワイヤレス通信システムは、たとえば、音声、データなどの様々なタイプの通
信コンテンツを提供するために広く展開されている。典型的なワイヤレス通信システムは
、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送信電力、．．．）を共有すること
によって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続システムであり得る
。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、
時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交
周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムなどがあり得る。さらに、これらのシステム
は、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ：third generation partnership
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 project）（たとえば、３ＧＰＰ　ＬＴＥ（ロングタームエボリューション（Long Term 
Evolution））／ＬＴＥアドバンスト（LTE-Advanced））、ウルトラモバイルブロードバ
ンド（ＵＭＢ：ultra mobile broadband）、エボリューションデータオプティマイズド（
ＥＶ－ＤＯ：evolution data optimized）などの規格に準拠することができる。
【０００３】
　[0003]　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のモバイルデバイスのため
の通信を同時にサポートし得る。各モバイルデバイスは、順方向リンクおよび逆方向リン
ク上の送信を介して１つまたは複数の基地局と通信し得る。順方向リンク（またはダウン
リンク）は基地局からモバイルデバイスへの通信リンクを指し、逆方向リンク（またはア
ップリンク）はモバイルデバイスから基地局への通信リンクを指す。さらに、モバイルデ
バイスと基地局との間の通信は、単入力単出力（ＳＩＳＯ）システム、多入力単出力（Ｍ
ＩＳＯ）システム、多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムなどを介して確立され得る。
【０００４】
　[0004]　また、基地局または他のデバイスがマルチメディアブロードキャストオーバー
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ：multimedia broadcast over single frequency n
etwork）または同様のサブフレーム上でマルチメディアデータをブロードキャストするこ
とができるように、発展型マルチキャストブロードキャストマルチメディアサービス（ｅ
ＭＢＭＳ：evolved multicast broadcast multimedia service）がサポートされ得る。デ
バイスは、ＭＢＳＦＮサブフレームの構造およびオカレンス（occurrence）に関するパラ
メータに少なくとも部分的に基づいて、データを受信し、消費することができる。特定の
一例では、基地局は、チャネル（たとえば、物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ：ph
ysical multicast channel））を送信するための割り振られた（allocated）リソースお
よび期間、チャネルのための対応する論理チャネル識別子、マルチキャストチャネル（Ｍ
ＣＨ：multicast channel）スケジューリング情報（ＭＳＩ：MCH scheduling informatio
n）メディアアクセス制御（ＭＡＣ：media access control）制御要素が送信されるＭＣ
Ｈスケジューリング期間（ＭＳＰ：ＭＣＨ scheduling period）などを指定することがで
きるＭＢＳＦＮＡｒｅａＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎを構成メッセージ中で送信すること
ができる。たとえば、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素は、ＰＭＣＨの各スケジューリング期間の
第１のサブフレーム中で基地局によって送信され得る。しかしながら、ＭＳＩ　ＭＡＣ制
御要素が適切に受信されない場合、デバイスはＰＭＣＨを受信することができず、したが
って、次のＭＳＰが受信され得るまで（たとえば、いくつかの構成では１０秒）、ｅＭＢ
ＭＳを受信することができない。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　以下で、１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様
の簡略化された概要を提示する。この概要は、すべての企図された態様の包括的な概観で
はなく、すべての態様の主要または重要な要素を識別するものでも、いずれかまたはすべ
ての態様の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示するより詳細な説明
の導入として、１つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示すること
である。
【０００６】
　[0006]　１つまたは複数の態様およびそれの対応する開示に従って、本開示では、スケ
ジューリング情報が適切に受信されないときにマルチキャストブロードキャストデータを
処理することに関する様々な態様について説明する。一例では、マルチキャストチャネル
インスタンス（multicast channel instance）に対応するメディアアクセス制御（ＭＡＣ
：media access control）レイヤプロトコルデータユニット（ＰＤＵ：protocol data un
it）が、ＰＤＵの１つまたは複数のサブヘッダ中の関連するチャネル識別子を判断するた
めに復号され得る。チャネル識別子が、要求された論理チャネルまたは当該の他のチャネ
ルのチャネル識別子に一致する場合、ＰＤＵ中で次のチャネル識別子に遭遇するか、また
はマルチキャストチャネルの最後のサブフレームが検出されるまで、ＰＤＵに対応するＳ
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ＤＵが復号のために通信レイヤに与えられ得る。別の例では、前に記憶されたスケジュー
リング情報が、ブロードキャストデータを復号するために使用され得る。
【０００７】
　[0007]　一例によれば、１つまたは複数の信号中のマルチキャストブロードキャストデ
ータを受信することと、マルチキャストブロードキャストデータに関係するスケジューリ
ング情報を受信する際にエラーがあったかどうかを判断することとを含む、ワイヤレスネ
ットワークにおいてマルチキャストブロードキャストデータを受信するための方法が提供
される。本方法は、エラーが発生したと判断されたとき、マルチキャストブロードキャス
トデータの少なくとも一部分に対応するＭＡＣレイヤパケット中のＭＡＣレイヤサブヘッ
ダを復号することと、ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネル識別子が要求された論理チャ
ネルの要求されたチャネル識別子に対応するかどうかを判断することとをさらに含む。
【０００８】
　[0008]　別の態様では、ワイヤレスネットワークにおいてマルチキャストブロードキャ
ストデータを受信するための装置が提供される。本装置は、１つまたは複数の信号中のマ
ルチキャストブロードキャストデータを受信するための手段と、マルチキャストブロード
キャストデータに関係するスケジューリング情報を受信する際にエラーがあったかどうか
を判断するための手段とを含む。本装置は、エラーが発生したと判断されたとき、マルチ
キャストブロードキャストデータの少なくとも一部分に対応するＭＡＣレイヤパケット中
のＭＡＣレイヤサブヘッダを復号するための手段と、ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネ
ル識別子が要求された論理チャネルの要求されたチャネル識別子に対応するかどうかを判
断するための手段とをさらに含む。
【０００９】
　[0009]　また別の態様では、１つまたは複数の信号中のマルチキャストブロードキャス
トデータを受信することと、マルチキャストブロードキャストデータに関係するスケジュ
ーリング情報を受信する際にエラーがあったかどうかを判断することとを行うように構成
された少なくとも１つのプロセッサを含む、ワイヤレス通信のための装置が提供される。
少なくとも１つのプロセッサは、エラーが発生したと判断されたとき、マルチキャストブ
ロードキャストデータの少なくとも一部分に対応するＭＡＣレイヤパケット中のＭＡＣレ
イヤサブヘッダを復号することと、ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネル識別子が要求さ
れた論理チャネルの要求されたチャネル識別子に対応するかどうかを判断することとを行
うようにさらに構成され得る。本装置はまた、少なくとも１つのプロセッサに結合された
メモリを含む。
【００１０】
　[0010]　さらに、別の態様では、少なくとも１つのコンピュータに、１つまたは複数の
信号中のマルチキャストブロードキャストデータを受信させるためのコードと、少なくと
も１つのコンピュータに、マルチキャストブロードキャストデータに関係するスケジュー
リング情報を受信する際にエラーがあったかどうかを判断させるためのコードとを有する
コンピュータ可読媒体を含む、ワイヤレスネットワークにおいてマルチキャストブロード
キャストデータを受信するためのコンピュータプログラム製品が提供される。コンピュー
タ可読媒体は、少なくとも１つのコンピュータに、エラーが発生したと判断されたとき、
マルチキャストブロードキャストデータの少なくとも一部分に対応するＭＡＣレイヤパケ
ット中のＭＡＣレイヤサブヘッダを復号させるためのコードと、少なくとも１つのコンピ
ュータに、ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネル識別子が要求された論理チャネルの要求
されたチャネル識別子に対応するかどうかを判断させるためのコードとをさらに含む。
【００１１】
　[0011]　その上、一態様では、１つまたは複数の信号中のマルチキャストブロードキャ
ストデータを受信するための受信構成要素と、マルチキャストブロードキャストデータに
関係するスケジューリング情報を受信する際にエラーがあったかどうかを判断するための
スケジューリング情報取得構成要素とを含む、ワイヤレスネットワークにおいてマルチキ
ャストブロードキャストデータを受信するための装置が提供される。本装置は、エラーが
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発生したと判断されたとき、マルチキャストブロードキャストデータの少なくとも一部分
に対応するＭＡＣレイヤパケット中のＭＡＣレイヤサブヘッダを復号するためのＭＡＣプ
ロトコルデータユニット（ＰＤＵ）復号構成要素と、ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネ
ル識別子が要求された論理チャネルの要求されたチャネル識別子に対応するかどうかを判
断するためのＰＤＵ識別構成要素とをさらに含む。
【００１２】
　[0012]　上記および関係する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で
十分に説明し、特に特許請求の範囲で指摘する特徴を備える。以下の説明および添付の図
面に、１つまたは複数の態様のうちのいくつかの例示的な特徴を詳細に記載する。ただし
、これらの特徴は、様々な態様の原理が採用され得る様々な方法のほんのいくつかを示す
ものであり、この説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含むものとす
る。
【００１３】
　[0013]　添付の図面とともに以下に説明する開示する態様は、開示する態様を限定する
ためではなく、開示する態様を例示するために与えられ、同様の表示は同様の要素を示す
。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】[0014]　マルチキャストブロードキャストデータのための例示的なフレーム構成
の一態様のブロック図。
【図２】[0015]　マルチキャストブロードキャストデータのための例示的な通信タイムラ
インの一態様のブロック図。
【図３】[0016]　マルチキャストブロードキャストデータのための例示的なプロトコルデ
ータユニット（ＰＤＵ）の一態様のブロック図。
【図４】[0017]　マルチキャストブロードキャストデータを復号するための例示的なシス
テムのブロック図。
【図５】[0018]　マルチキャストブロードキャストデータを復号するための例示的な装置
のブロック図。
【図６】[0019]　マルチキャストチャネルスケジューリング情報（ＭＳＩ）メディアアク
セス制御（ＭＡＣ）制御要素を受信する際にエラーが発生した場合にマルチキャストブロ
ードキャストデータを復号すべきかどうかを判断するための方法の一態様のフローチャー
ト。
【図７】[0020]　マルチキャストブロードキャストデータを復号するための方法の一態様
のフローチャート。
【図８】[0021]　論理チャネル識別子を比較することに基づいてマルチキャストブロード
キャストデータを復号するための方法の一態様のフローチャート。
【図９】[0022]　マルチキャストチャネルスケジューリング情報（ＭＳＩ）メディアアク
セス制御（ＭＡＣ）制御要素が受信されない場合にマルチキャストブロードキャストデー
タを復号する例示的なシステムのブロック図。
【図１０】[0023]　本明細書で説明する態様による例示的なモバイルデバイスの一態様の
ブロック図。
【図１１】[0024]　本明細書に記載する様々な態様によるワイヤレス通信システムの一態
様のブロック図。
【図１２】[0025]　本明細書で説明する様々なシステムおよび方法と併せて採用され得る
ワイヤレスネットワーク環境の一態様の概略ブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　[0026]　次に、図面を参照しながら様々な態様について説明する。以下の説明では、説
明のために、１つまたは複数の態様の完全な理解を与えるために多数の具体的な詳細を記
載する。ただし、そのような（１つまたは複数の）態様は、これらの具体的な詳細なしに
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実施され得ることは明らかであろう。
【００１６】
　[0027]　本明細書では、対応するスケジューリング情報が適切に受信されないときにマ
ルチキャストブロードキャストデータを復号することに関係する様々な考慮事項について
さらに説明する。一例では、基地局からの物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）のサ
ブフレームに関係するメディアアクセス制御（ＭＡＣ）レイヤプロトコルデータユニット
（ＰＤＵ）が復号され得る。ＰＤＵのうちの１つまたは複数中に論理チャネル識別子（Ｌ
ＣＩＤ：logical channel identifier）が存在し得る。ＬＣＩＤが、要求されたマルチキ
ャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ：multicast traffic channel）のＬＣＩＤに一
致する場合、デバイスは、後続のＰＤＵ中で異なるＬＣＩＤに遭遇するまで、または所与
のスケジューリング期間中の最後のサブフレームに到達するまで、復号のためにＰＤＵま
たは関係するサービスデータユニット（ＳＤＵ）を通信レイヤに与えることができる。こ
れは、スケジューリング期間中のＰＭＣＨの後続のインスタンス中のＬＣＩＤを復号する
ことを含むことができる。別の例では、前に受信したスケジューリング情報が、マルチキ
ャストブロードキャストデータを復号するために利用され得る。いずれの場合も、デバイ
スがスケジューリング情報を適切に受信しない場合、デバイスは、依然として、スケジュ
ーリング期間中に所望のマルチキャストブロードキャストデータを取得することが可能で
あり得る。
【００１７】
　[0028]　本出願で使用する「構成要素（component）」、「モジュール」、「システム
」などの用語は、限定はしないが、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフ
トウェアの組合せ、ソフトウェア、または実行中のソフトウェアなど、コンピュータ関係
のエンティティを含むものとする。たとえば、構成要素は、限定はしないが、プロセッサ
上で実行されるプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プ
ログラム、および／またはコンピュータであり得る。例として、コンピューティングデバ
イス上で実行されるアプリケーションと、そのコンピューティングデバイスの両方が構成
要素であり得る。１つまたは複数の構成要素がプロセスおよび／または実行スレッド内に
常駐することができ、１つの構成要素が１つのコンピュータ上に配置され得、および／ま
たは２つ以上のコンピュータ間に分散され得る。さらに、これらの構成要素は、様々なデ
ータ構造を記憶している様々なコンピュータ可読媒体から実行することができる。これら
の構成要素は、信号を介して、ローカルシステム、分散システム内の別の構成要素と相互
作用し、および／またはインターネットなどのネットワーク上で他のシステムと相互作用
する１つの構成要素からのデータのような、１つまたは複数のデータパケットを有する信
号に従うことなどによって、ローカルプロセスおよび／またはリモートプロセスを介して
通信し得る。
【００１８】
　[0029]　さらに、本明細書では、ワイヤード端末またはワイヤレス端末であり得る端末
に関する様々な態様について説明する。端末は、システム、デバイス、加入者ユニット、
加入者局、移動局、モバイル、モバイルデバイス、リモート局、リモート端末、アクセス
端末、ユーザ端末、端末、通信デバイス、ユーザエージェント、ユーザデバイス、または
ユーザ機器（ＵＥ：user equipment）と呼ばれることもある。ワイヤレス端末は、セルラ
ー電話、衛星フォン、コードレス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）フォン、ワ
イヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス接続機能を
有するハンドヘルドデバイス、コンピューティングデバイス、タブレット、スマートブッ
ク、ネットブック、またはワイヤレスモデムに接続された他の処理デバイスなどであり得
る。さらに、本明細書では基地局に関する様々な態様について説明する。基地局は、（１
つまたは複数の）ワイヤレス端末と通信するために利用され得、アクセスポイント、ノー
ドＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、または何らかの他の用語で呼ばれることもある。
【００１９】
　[0030]　さらに、「または」という用語は、排他的な「または」ではなく、包括的な「
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または」を意味するものとする。すなわち、別段に規定されていない限り、または文脈か
ら明らかでない限り、「ＸはＡまたはＢを採用する」という句は、自然包括的並べ替えの
いずれかを意味するものとする。すなわち、「ＸはＡまたはＢを採用する」という句は、
ＸがＡを採用する場合、ＸがＢを採用する場合、またはＸがＡとＢの両方を採用する場合
のいずれによっても満たされる。さらに、本出願と添付の特許請求の範囲とにおいて使用
する冠詞「ａ」および「ａｎ」は、別段に規定されていない限り、または単数形を対象と
すべきであると文脈から明らかでない限り、概して「１つまたは複数」を意味すると解釈
されるべきである。
【００２０】
　[0031]　本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡおよび他のシステムなど、様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。
「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤ
ＭＡシステムは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial 
Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡは、広帯域Ｃ
ＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。さらに、ｃｄ
ｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする。Ｔ
ＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global S
ystem for Mobile Communications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステム
は、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ウルトラモバイルブロードバンド
（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）
）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａ
ｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡ
は、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobi
le Telecommunication System）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション
（ＬＴＥ）は、ダウンリンク上ではＯＦＤＭＡを採用し、アップリンク上ではＳＣ－ＦＤ
ＭＡを採用するＥ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴ
ＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ／ＬＴＥアドバンストおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシ
ッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載されている。さらに、ｃ
ｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰ
Ｐ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体からの文書に記載されてい
る。さらに、そのようなワイヤレス通信システムは、不対無資格スペクトル、８０２．ｘ
ｘワイヤレスＬＡＮ、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）および任意の他の短距離または長
距離ワイヤレス通信技法をしばしば使用するピアツーピア（たとえば、モバイルツーモバ
イル）アドホックネットワークシステムをさらに含み得る。
【００２１】
　[0032]　様々な態様または特徴が、いくつかのデバイス、構成要素、モジュールなどを
含み得るシステムに関して提示される。様々なシステムは、追加のデバイス、構成要素、
モジュールなどを含み得、および／または各図に関連して論じるデバイス、構成要素、モ
ジュールなどのすべてを含むとは限らないことを理解および諒解されたい。これらの手法
の組合せも使用され得る。
【００２２】
　[0033]　図１に、マルチキャストブロードキャスト通信のための例示的なフレーム構成
１００を示す。たとえば、マルチキャストブロードキャストサービスは、時分割多重（Ｔ
ＤＭ）、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、またはワイヤレス通信のための同様のシステ
ムを介して与えられ得る。たとえば、フレーム１００は、ブロードキャストデータが通信
され得るサブフレーム１０２などの複数の通信サブフレームを含むことができる。一例で
は、サブフレーム１０２は、様々な通信に割り当て（assign）られ得るいくつかの周波数
サブキャリアをさらに含む１つまたは複数のＯＦＤＭシンボルを含むことができる。この
例では、フレーム１００は、マルチキャストブロードキャストデータを通信するために予
約されたいくつかのフレームまたはサブフレームのうちの１つであり得る。



(11) JP 5801498 B2 2015.10.28

10

20

30

40

50

【００２３】
　[0034]　フレーム１００は、ブロードキャストデータが１つまたは複数のフレーム中で
通信され得る複数（たとえば、ｎ個、ただしｎは整数である）の物理マルチキャストチャ
ネル（ＰＭＣＨ：physical multicast channel）１０４を含むことができる。各ＰＭＣＨ
１０４は、いくつかのサブフレーム１０２を含むことができる。各ＰＭＣＨ１０４はまた
、ＰＭＣＨのサブフレーム１０２内にいくつか（たとえば、ｍ個、ただしｍは整数である
）の論理マルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ：multicast traffic channel
）１０６を含むことができる。その上、たとえば、所与のＰＭＣＨは、１つまたは複数の
サブフレームおよび／またはサブフレームの一部分にわたって定義され得、ＭＴＣＨ１０
６は、１つまたは複数の所与のサブフレームおよび／または所与のサブフレームの一部分
に対応することができる。ＭＴＣＨ１０６はまた、サブフレーム１０２および／またはそ
れらの部分と同じであり得るいくつかのＯＦＤＭサブフレーム１０８を含むことができる
。
【００２４】
　[0035]　特定の例では、基地局または他のブロードキャストエンティティは、あるマル
チキャストブロードキャストデータを搬送するためにＰＭＣＨ１０４をスケジュールする
ことができ、構成情報をブロードキャストすることができる。たとえば、発展型マルチキ
ャストブロードキャストマルチメディアサービス（ｅＭＢＭＳ：evolved multicast broa
dcast multimedia service）では、基地局は、マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ：
multicast control channel）上でマルチメディアブロードキャストオーバー単一周波数
ネットワーク（ＭＢＳＦＮ：multimedia broadcast over single frequency network）構
成（たとえば、ＭＢＳＦＮＡｒｅａＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）をブロードキャストす
ることができ、ＭＢＳＦＮ構成は、ＭＢＳＦＮエリアにおいてＰＭＣＨ１０４を送信する
ために割り振られたリソース、そのエリアにおけるＰＭＣＨのためのリソースの割当て、
ＭＴＣＨ１０６の一時モバイルグループ識別情報およびセッション識別子、マルチキャス
トチャネル（ＭＣＨ）スケジューリング情報（ＭＳＩ）ＭＡＣ制御要素が送信され得るＭ
ＣＨスケジューリング期間（ＭＳＰ）を示す。ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素は、ＭＴＣＨ１０
６をスケジュールし、および／またはＭＴＣＨ１０６のためのフレーミング情報を示すこ
とができる。
【００２５】
　[0036]　ＭＢＳＦＮ構成が受信されたと仮定すると、ＰＭＣＨ送信構造、ならびに各Ｐ
ＭＣＨが、ＰＭＣＨ１０４内のＭＴＣＨ１０６構造を示す対応するＭＳＩ　ＭＡＣ制御要
素を通信するＭＳＰが取得され得る。たとえば、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素は、所与のＰＭ
ＣＨにおいてＬＣＩＤに関係するＭＴＣＨがどこで停止するかを指定する対応する停止イ
ンジケータとともに、ＬＣＩＤを含むことができる。しかしながら、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御
要素が、ブロードキャストデータを受信するデバイスまたは他のエンティティによって受
信されない場合、デバイスは、要求されたブロードキャストデータを受信するために所与
のＰＭＣＨ１０４中のＭＴＣＨ１０６を正しく復号することが可能でないことがある。た
とえば、要求されたブロードキャストデータは、１つまたは複数の要求された論理チャネ
ル（たとえば、ＭＴＣＨ）に対応することができ、その論理チャネルは、（たとえば、デ
バイスによって、デバイスにおいて動作しているアプリケーションまたはインターフェー
スによってなど）デバイスにおいてサブスクライブされ、または場合によっては、必要に
応じて要求されるかまたは示される、ブロードキャスト局によって送信されるブロードキ
ャストチャネルであり得る。
【００２６】
　[0037]　図２に、マルチキャストブロードキャストデータを通信するための例示的な通
信タイムライン２００を示す。タイムライン２００は、時間期間にわたる（たとえば、１
つまたは複数のフレーム中の）複数のＰＭＣＨ２０２を示す。ＰＭＣＨは、ｅＭＢＭＳデ
ータのためのＭＴＣＨをそれぞれ備えることができ、所与の時間期間においてＭＴＣＨが
送信される物理チャネルに対応することができる。各ＰＭＣＨは、所与のＭＴＣＨのため
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の異なるデータを備えることができる。ＰＭＣＨ（０）２０２などの各ＰＭＣＨについて
、ＭＳＩ２０４など、ＰＭＣＨのためのＭＳＩがＰＭＣＨの最初に与えられ得る。その上
、所与のＭＳＰ２０６中に、ＰＭＣＨ（０）２０２など、所与のＰＭＣＨの複数のインス
タンスがあり得、ＭＳＰは、ＰＭＣＨインスタンス２０２が送信され得る複数の割当て期
間２０８を含むことができる。たとえば、割当て期間２１２中のＰＭＣＨ（０）２１０は
、同じＭＳＰ２０６中にあることにより、割当て期間２０８中のＰＭＣＨ（０）２０２と
同じ量のデータを含むことができる。しかしながら、ＭＳＩ２０４は、この例では、ＰＭ
ＣＨ（０）２０２には与えられ、ＰＭＣＨ（０）２１０には与えられない。したがって、
ＭＳＩ２０４が適切に受信されない場合、ＰＭＣＨ（０）２０２中およびＰＭＣＨ（０）
２１０中のデータは、ＭＳＩに基づいて適切に復号されないことがある。説明したように
、受信エンティティは、ＭＳＩを取得し、ＰＭＣＨを復号するために、次のＭＳＰ２１４
まで待つ必要があるので、これは、ＰＭＣＨ中の要求されたＭＴＣＨのためのデータを受
信する際に著しい遅延を引き起こし得る。これは、たとえば、いくつかの構成では１０秒
の遅延になり得る。
【００２７】
　[0038]　図３に、マルチキャストブロードキャストデータを通信するための例示的なＭ
ＡＣ　ＰＤＵ３００および３１６を示す。ＭＡＣ　ＰＤＵ３００は、複数のサブヘッダ３
０２、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素３０４、ＭＡＣ　ＳＤＵ３０６、および／またはパディン
グビット３０８を含むことができる。サブヘッダ３０２のうちの少なくとも１つは、ＭＡ
Ｃ　ＳＤＵ３０６中のデータに関係するＬＣＩＤ３１０を含むＭＡＣサブヘッダであり得
る。たとえば、ＬＣＩＤ３１０は、ＭＣＣＨ、ＭＴＣＨ、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素、また
はＭＡＣ　ＰＤＵ中の他のデータを示すことができる。特定の例では、０のＬＣＩＤ３１
０はＭＣＣＨを示すことができ、１～２８（または、ＭＣＣＨが存在しない場合、０～２
８）はＭＴＣＨを示すことができ、２９はＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素３０４を示すことがで
き、３０は予約され得、３１はパディング３０８を示すことができる。
【００２８】
　[0039]　ＭＡＣ　ＳＤＵ３０６は、長さインジケータ（ＬＩ：length indicator）なし
の無線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）レイヤＰＤＵを含むことができる。Ｍ
ＡＣ　ＳＤＵ３０６はまた、データ３１４とともにフレーミング情報３１２を含むことが
でき、フレーミング情報３１２は、データ３１４中のいくつかのビットがＲＬＣ　ＰＤＵ
中の最初または最後のビットに対応するかどうかに関するパラメータを含むことができる
。一例では、フレーミング情報は、次のように定義される２ビットであり得る。００－デ
ータ３１４フィールドの最初のバイトはＲＬＣ　ＳＤＵの最初のバイトに対応し、データ
３１４フィールドの最後のバイトはＲＬＣ　ＳＤＵの最後のバイトに対応する。０１－デ
ータ３１４フィールドの最初のバイトはＲＬＣ　ＳＤＵの最初のバイトに対応し、データ
３１４フィールドの最後のバイトはＲＬＣ　ＳＤＵの最後のバイトに対応しない。１０－
データ３１４フィールドの最初のバイトはＲＬＣ　ＳＤＵの最初のバイトに対応せず、デ
ータ３１４フィールドの最後のバイトはＲＬＣ　ＳＤＵの最後のバイトに対応する。１１
－データ３１４フィールドの最初のバイトはＲＬＣ　ＳＤＵの最初のバイトに対応せず、
データ３１４フィールドの最後のバイトはＲＬＣ　ＳＤＵの最後のバイトに対応しない。
【００２９】
　[0040]　この点について、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素３０４が、マルチキャストブロード
キャストデータを受信するデバイスまたは他のエンティティにおいて適切に受信されない
場合、ＭＡＣ　ＰＤＵ３００の構造、通信タイムライン２００、および／またはフレーム
構成１００に関する情報が所与のＭＴＣＨを復号するために利用され得る。一例では、Ｌ
ＣＩＤ３１０は、マルチキャストブロードキャストデータのために構成されたリソース上
で受信された各ＭＡＣ　ＰＤＵ３００から取得され得る。ＬＣＩＤ３１０が要求されたＭ
ＴＣＨのＬＣＩＤに一致する場合、ＭＡＣ　ＳＤＵ３０６および／または少なくともそれ
のデータ３１４は処理のために上位レイヤに与えられ得る。ＭＡＣ　ＰＤＵ３１６は、Ｒ
ＬＣ　ＰＤＵがＬＩ３１８、たとえば、ＬＩ１、ＬＩ２、．．．を含むこと以外、ＭＡＣ
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　ＰＤＵ３００と同様である。説明したように、要求されたＭＴＣＨは、デバイスによっ
てまたはそのために（たとえば、デバイスのアプリケーションまたはインターフェースに
よって、デバイスのためのネットワークによってなど）サブスクライブされるＭＴＣＨに
対応することができる。
【００３０】
　[0041]　図４に、マルチキャストブロードキャストデータを１つまたは複数の受信機に
通信する例示的なマルチキャストブロードキャストシステム４００を示す。システム４０
０は、説明したように、ブロードキャストデータを受信するデバイスまたは同様のエンテ
ィティであり得る、受信機４０２と、基地局、ピアツーピアデバイスなどであり得る、ブ
ロードキャスト局４０４とを含む。ブロードキャスト局４０４は、ＭＢＳＦＮサブフレー
ムとして示されたサブフレーム上でマルチキャストブロードキャストデータを受信機４０
２および／または他の受信機に通信することができる。そのようなサブフレームは、ＭＳ
Ｐ中にＰＭＣＨが通信され得るサブフレーム４０６および４０８を含むことができる。Ｐ
ＭＣＨ４０６および／または４０８内で、たとえば、ブロードキャスト局４０４は、受信
機４０２による受信のための異なるＬＣＩＤをもつ複数のＭＡＣ　ＳＤＵ４１０、４１２
、４１４、４１６、４１８、４２０、および４２２を送信することができる。
【００３１】
　[0042]　たとえば、ＰＭＣＨ４０６は、ＭＡＣレイヤＳＤＵがＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素
を含むことを示すＬＣＩＤを有する第１のＭＡＣ　ＳＤＵ４１０を含むことができる。い
くつかの事例では、受信機４０２は、このＭＡＣ　ＳＤＵ４１０を受信しないことがある
か、あるいは場合によっては、ＭＡＣ　ＳＤＵ４１０の正常な復号を妨げる低い信号品質
または何らかの他の理由をもつＭＡＣ　ＳＤＵ４１０を受信し得る。この状況では、受信
機４０２は、後続のＭＡＣ　ＳＤＵ４１２、４１４、４１６、また同じＭＳＰ内のＰＭＣ
Ｈ４　４０８の別のインスタンス中のＭＡＣ　ＳＤＵ４１８、４２０、および４２２内の
ＭＴＣＨのレイアウトを記述するＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素を取得することが可能でないこ
とがある。図示のように、ＭＡＣ　ＳＤＵ４１２、４１４、４１６、４１８、４２０、お
よび４２２は、ブロードキャスト局４０４によって送信されたＭＴＣＨのＬＣＩＤと相関
するＬＣＩＤを有する。たとえば、ブロードキャスト局４０４は、ＬＣＩＤ　０～Ｎ－１
をもつＭＴＣＨを送信することができる。受信機４０２は、いくつかのＭＴＣＨにサブス
クライブするか、または場合によってはそれらを受信することを要求することができる。
受信機４０２は、要求されたＭＴＣＨに関係するＬＣＩＤを判断するか、または場合によ
っては取得することができる。受信機４０２は、受信機４０２がサブスクライブするか、
または場合によっては要求する、ＭＴＣＨ中のマルチキャストブロードキャストデータに
ＭＡＣ　ＳＤＵが対応するかどうかを判断するために、ＭＡＣ　ＳＤＵ４１２、４１４、
４１６、４１８、４２０、および４２２中のＬＣＩＤを利用することができる。
【００３２】
　[0043]　受信機４０２は、同様に、他のＭＡＣ　ＳＤＵを逃すか、または場合によって
は復号することが可能でないことがあることを諒解されたい。いずれの場合も、受信機４
０２は、所与の受信したＭＡＣ　ＳＤＵのＬＣＩＤが要求されたＭＴＣＨのＬＣＩＤに相
関するかどうかを判断することができ、相関する場合、受信機４０２は、ＭＴＣＨデータ
を取得することを試みるためにＭＡＣ　ＳＤＵを処理することができる。この例にさらに
示すように、ＰＭＣＨ４　４０６と同じＭＳＰ中の後続のＰＭＣＨ４　４０８は、ＭＳＩ
　ＭＡＣ制御要素をもつＭＡＣ　ＳＤＵを有しないことがある。したがって、受信機４０
２が、ＬＣＩＤ＝０をもつＭＡＣ　ＳＤＵ４１２を同様に逃し、これが要求されたＭＴＣ
Ｈに相関する場合、受信機４０２は、後続のＰＭＣＨ４　４０８インスタンス中のＭＡＣ
　ＳＤＵ４１８を代わりに取得し、処理することができる。
【００３３】
　[0044]　別の例では、受信機４０２は、前のＭＳＰ中で受信された（たとえば、ＰＭＣ
Ｈ４０６についての）前のＭＳＩを利用することができ、前のＭＳＩに基づいて、要求さ
れた（１つまたは複数の）ＭＴＣＨに対応するＭＡＣ　ＳＤＵを復号することを試みるこ
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とができる。たとえば、これは、前のＭＳＩ中のＬＣＩＤと停止サブフレームおよび／ま
たはフレームインジケータとに基づいて、ＭＡＣ　ＳＤＵ内のＭＴＣＨの配置を判断する
ことを含むことができる。たとえば、受信機４０２は、ＰＭＣＨの前のインスタンスとＰ
ＭＣＨ４０６および／または４０８との間のタイミング差を考慮するために、ＭＳＩにタ
イミングアドバンスを追加することができる。
【００３４】
　[0045]　その上、受信機４０２がＭＳＩを適切に受信しない（たとえば、逃したか、あ
るいは適切に復号または解釈することができないなど）別の例では、受信機４０２は、た
とえばＭＡＣ　ＳＤＵ４１４など、現在受信したＭＡＣ　ＳＤＵのＬＣＩＤを要求された
ＭＴＣＨのＬＣＩＤと比較することができる。したがって、たとえば、受信機４０２の要
求されたＭＴＣＨがＬＣＩＤ＝０を有し、受信機４０２が、ＬＣＩＤ＝１をもつＭＡＣ　
ＳＤＵ４１４を受信し始めた場合、受信機４０２は、ＬＣＩＤ＝０をもつＭＡＣ　ＳＤＵ
４１２をすでに逃したと判断することに基づいて、次のＰＭＣＨ４　４０８インスタンス
を取得することができる。受信機４０２の要求されたＭＴＣＨがＬＣＩＤ＝２を有する場
合、受信機４０２は、ＬＣＩＤ＝２をもつＭＡＣ　ＳＤＵが取得されるまで受信し続ける
ことができ、ＭＡＣ　ＳＤＵ内のデータをＲＬＣまたは他の通信レイヤに与えることがで
きる。受信機４０２の要求されたＭＴＣＨがＬＣＩＤ＝１を有する場合、受信機４０２は
、１つまたは複数の受信したＳＤＵ内の少なくとも部分的なデータをＲＬＣまたは他のレ
イヤに与えるために、ＭＡＣ　ＳＤＵ４１４のフレーミング情報を解釈することができる
。たとえば、ＭＴＣＨは複数のＭＡＣ　ＳＤＵにわたることができ、したがって、上記で
説明したように、フレーミング情報は、ＭＡＣ　ＳＤＵのどの部分がＭＴＣＨに関係する
かを判断するために使用され得る。
【００３５】
　[0046]　要求されたＭＴＣＨがＬＣＩＤ＝１を有し、受信機４０２が、ＬＣＩＤ＝１を
もつＭＡＣ　ＳＤＵ４１４とＭＡＣ　ＳＤＵ４２０とを逃した場合、受信機４０２は、後
続のＭＳＰ中でＰＭＣＨ４の次のインスタンスを受信することを試みることができる。こ
の例では、受信機４０２は、ＰＭＣＨのためのＭＳＩを受信し得、したがって、後続のＰ
ＭＣＨインスタンス中のＭＳＩに基づいて、ＭＡＣ　ＳＤＵ中のＭＴＣＨデータを取得す
ることができる。
【００３６】
　[0047]　図５に、１つまたは複数のソースから受信したマルチキャストブロードキャス
トデータを処理するための例示的な装置５００を示す。装置５００は、ＵＥ、モデム（ま
たは他のテザーデバイス）、フェムトノード（または、ネットワークリスニングモジュー
ルなど、それの構成要素）、ホームノードＢまたはホームｅノードＢ（Ｈ（ｅ）ＮＢ）、
ピコノード、マイクロノード、中継局、モバイル基地局、マクロノード、それらの一部分
、ならびに／あるいはワイヤレスネットワークにおいて信号を受信する能力がある実質的
に任意のノードであり得る。
【００３７】
　[0048]　装置５００は、１つまたは複数の信号中のマルチキャストブロードキャストデ
ータを受信するための受信構成要素５０２と、１つまたは複数の信号からのＭＳＩ　ＭＡ
Ｃ制御要素を復号するためのスケジューリング情報取得構成要素５０４と、ＲＬＣレイヤ
処理構成要素５０８に与えるためのＭＡＣレイヤＰＤＵを取得するために１つまたは複数
の信号を処理するためのＭＡＣレイヤ処理構成要素５０６とを含むことができる。装置５
００は、信号をさらに処理するための（たとえば、通信プロトコルレイヤ、アプリケーシ
ョンレイヤ、または同様のネットワークレイヤ処理のための）追加の構成要素、ならびに
例示的な可能な装置５００の他の機能を実行するための追加の構成要素を含むことができ
ることを諒解されたい。そのような構成要素は、説明を簡単にするために図示していない
。
【００３８】
　[0049]　ＭＡＣレイヤ処理構成要素５０６は、現在サブフレーム中のＭＡＣ　ＰＤＵを



(15) JP 5801498 B2 2015.10.28

10

20

30

40

50

復号するためのＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素５１０、ＭＡＣ　ＰＤＵに関する識別情報を
判断するためのＰＤＵ識別構成要素５１２、ＭＡＣ　ＰＤＵ中で（たとえば、１つまたは
複数のＭＡＣ　ＳＤＵ中で）通信されたデータを取得するためのデータ識別構成要素５１
４、および／またはデータを次の通信レイヤに与えるためのデータ通信構成要素５１６を
随意に含むことができる。
【００３９】
　[0050]　一例によれば、受信構成要素５０２は、送信エンティティ（たとえば、基地局
、デバイス、リレー、または送信の他のポイント、図示せず）からマルチキャストブロー
ドキャストデータを取得することができる。たとえば、マルチキャストブロードキャスト
データは、説明したように、１つまたは複数のＭＢＳＦＮサブフレーム中で受信されたｅ
ＭＢＭＳデータに対応することができる。装置５００は、ＭＣＣＨ上で送信エンティティ
から、ＭＢＳＦＮサブフレーム構成、ＰＭＣＨ間隔などを示す、構成メッセージ中のＭＢ
ＳＦＮＡｒｅａＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎを前に受信した可能性があることを諒解され
たい。したがって、装置５００は、受信データが受信されたサブフレームに基づいて、受
信データがｅＭＢＭＳデータであるかどうか、および／またはどのＰＭＣＨがサブフレー
ム中で受信されたかを判断することができる。さらに、装置５００は、ＬＣＩＤなどのチ
ャネル識別子に基づいて、要求されたデータに対応する要求された論理チャネルを識別す
ることができる。装置５００は、あるマルチキャストブロードキャストデータを搬送する
要求された論理チャネル（たとえば、ＭＴＣＨ）に対応する１つまたは複数のＬＣＩＤを
前に受信したか、または場合によっては識別した可能性がある。たとえば、装置５００上
で実行しているアプリケーションはｅＭＢＭＳデータにサブスクライブすることができる
。本明細書ではＬＣＩＤに関する概念について説明するが、要求された論理チャネルを判
断するために他のチャネル識別子が同様に利用され得ることを諒解されたい。
【００４０】
　[0051]　スケジューリング情報取得構成要素５０４は、物理チャネル内の論理チャネル
のロケーションを指定するＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素または同様の情報など、マルチキャス
トブロードキャストデータからのスケジューリング情報を受信することを試みることがで
きる。説明したように、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素は、所与のＰＭＣＨについてＭＳＰごと
に１回送られ得、ＰＭＣＨ中で送信される各ＭＴＣＨの停止フレームおよびサブフレーム
を示すことができる。ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素は、さらにＭＴＣＨのＬＣＩＤを含むこと
ができ、したがって、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素が与えられれば、ＭＡＣレイヤ処理構成要
素５０６は、ＬＣＩＤに基づいて、要求された論理チャネル（たとえば、ＭＴＣＨ）に関
係するデータを備えるＰＭＣＨ内の１つまたは複数のフレームおよび／またはそれのサブ
フレームを判断することができる。ＭＡＣレイヤ処理構成要素５０６は、その後、識別さ
れたフレームおよび／またはサブフレーム中のデータを取得し、そのデータをＲＬＣレイ
ヤ処理構成要素５０８に与えることができる。
【００４１】
　　[0052]　しかしながら、場合によっては、スケジューリング情報取得構成要素５０４
は、所与のＰＭＣＨのためのＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素を適切に受信しないことがある。た
とえば、スケジューリング情報取得構成要素５０４は、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素信号を逃
し、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素が適切に復号されないことがあるような低い信号品質をもつ
信号中でＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素を受信することがあり得るなどである。この点について
、たとえば、スケジューリング情報取得構成要素５０４は、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素が予
想されたサブフレームが受信されないと判断すること、サブフレーム中で受信された信号
の信号品質がしきい値を下回ると判断すること、復号プロセスにおけるエラー（たとえば
、失敗した巡回冗長検査（ＣＲＣ））を判断することなどのうちの少なくとも１つに少な
くとも部分的に基づいて、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素を受信することに関するエラーを判断
することができる。
【００４２】
　[0053]　一例では、ＭＡＣレイヤ処理構成要素５０６は、要求された論理チャネルに関



(16) JP 5801498 B2 2015.10.28

10

20

30

40

50

係するＭＡＣレイヤにおいてパケットを判断することを試みることができる。説明したよ
うに、いくつかのマルチキャストブロードキャスト構成におけるＭＡＣ　ＰＤＵは、１つ
または複数のＭＡＣサブヘッダ中にＭＡＣ　ＰＤＵに関連するＬＣＩＤを含むことができ
る。したがって、スケジューリング情報取得構成要素５０４がＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素を
適切に受信しない場合、ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素５１０は、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素
が受信されないＰＭＣＨに対応するサブフレーム中のＭＡＣ　ＰＤＵを取得するために、
ＭＡＣレイヤにおいて受信したパケットを復号し始めることができる。
【００４３】
　[0054]　この例では、ＰＤＵ識別構成要素５１２は、関連するＭＡＣサブヘッダから所
与のＭＡＣ　ＰＤＵに関係するチャネル識別子を取得することができる。チャネル識別子
（たとえば、ｅＭＢＭＳにおけるＬＣＩＤ）が要求された論理チャネル（たとえば、ｅＭ
ＢＭＳにおけるＭＴＣＨ）のチャネル識別子である場合、データ識別構成要素５１４は、
対応するＭＡＣ　ＳＤＵからデータを取得することができる。データ通信構成要素５１６
は、そのデータをＲＬＣレイヤ処理構成要素５０８に通信することができる。ＭＡＣレイ
ヤ処理構成要素５０６は、ＰＤＵ識別構成要素５１２が、受信したＭＡＣ　ＰＤＵが異な
るチャネル識別子を有する（たとえば、異なる論理チャネルに対応する）と判断するまで
、このプロセスを続けることができる。別の例では、データ通信構成要素５１６は、ＰＤ
Ｕ識別構成要素５１２が、異なるチャネル識別子をもつＰＤＵを受信するまで、ＭＡＣ　
ＳＤＵをバッファし、および／または順序付けることができ、次いで、ＭＡＣ　ＳＤＵを
ＲＬＣレイヤ処理構成要素５０８に通信することができる。
【００４４】
　[0055]　さらに、ＰＤＵ識別構成要素５１２は、ＰＤＵがＭＳＰの最後のＰＭＣＨに対
応するかどうかなど、ＰＤＵに関する他の情報を判断することができる。上記で説明した
ように、ＭＳＰ内に（たとえば、複数の割当て期間中に）各ＰＭＣＨの複数のインスタン
スがあり得る。したがって、たとえば、ＰＤＵ識別構成要素５１２が、所与のＰＭＣＨイ
ンスタンス中の１つまたは複数の要求されたＭＴＣＨのＬＣＩＤを識別しない場合、ＭＡ
Ｃ　ＰＤＵ復号構成要素５１０は、ＰＤＵ識別構成要素５１２が、ＰＤＵがＭＳＰ内の最
後のＰＭＣＨに対応すると判断するまで、ＰＤＵを復号し続けることができる。この例で
は、ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素５１０は、所与のＭＳＰ中の後続のＰＭＣＨインスタン
ス中の要求されたＭＴＣＨのＰＤＵを復号し得、したがって、ＭＳＰ中の最後のＰＭＣＨ
に対応するサブフレームに到達するまで、そのようなＬＣＩＤを識別することを試みるこ
とができる。対応するＬＣＩＤが復号中に見つかった場合、説明したように、データ通信
構成要素５１６はＭＴＣＨデータを通信レイヤ（たとえば、ＲＬＣなどの上位レイヤ）に
与えることができる。ＬＣＩＤが所与のＰＭＣＨについて見つからない場合、データ通信
構成要素５１６は、そのＰＭＣＨ中の所与のＭＴＣＨについてＲＬＣレイヤ処理構成要素
５０８にエラーまたは他の障害メッセージを与えることができる。ＭＳＰ中の最後のＰＭ
ＣＨに到達すると、スケジューリング情報取得構成要素５０４は、次のＭＳＰ中のＭＳＩ
　ＭＡＣ制御要素を取得することを試みることができ、その場合、ＭＡＣレイヤ処理構成
要素５０６は、説明したように、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素に基づいてＭＴＣＨデータを復
号することができる。
【００４５】
　[0056]　別の例では、スケジューリング情報取得構成要素５０４が、ＭＳＩ　ＭＡＣ制
御要素が適切に受信されないことを検出した場合、スケジューリング情報取得構成要素５
０４は、ＭＡＣレイヤ処理構成要素５０６に対して１つまたは複数のＭＴＣＨについての
スケジューリング情報を指定するために、前のＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素を利用することが
できる。この例では、ＭＡＣレイヤ処理構成要素５０６は、ＭＴＣＨの停止フレームおよ
び／またはサブフレームに関係する前のＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素中の情報に基づいて、所
与のＭＴＣＨに関係するＭＡＣ　ＰＤＵの位置を特定することを試みることができる。検
証するために、たとえば、ＰＤＵ識別構成要素５１２は、前のＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素に
基づいて位置を特定されたＭＡＣ　ＰＤＵのＭＡＣサブヘッダからＬＣＩＤを取得するこ
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とができ、そのＬＣＩＤをＭＴＣＨに関連する受信したＬＣＩＤと比較することができる
。ＬＣＩＤが一致する場合、データ識別構成要素５１４はＭＡＣ　ＳＤＵ中のデータを判
断することができ、データ通信構成要素５１６は、説明したように、そのデータをＲＬＣ
レイヤ処理構成要素５０８に与えることができる。さらに、ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素
５１０は、この場合も、ＰＤＵ識別構成要素５１２が、ＰＤＵが異なるＬＣＩＤを含むと
判断するまで、ＰＤＵを復号し続けることができる。
【００４６】
　[0057]　その上、この例では、スケジューリングは、異なるＭＳＰでは異なることがあ
る。したがって、たとえば、スケジューリング情報取得構成要素５０４がＭＳＩ　ＭＡＣ
制御要素を適切に取得することができないＭＳＰでは、スケジューリング情報取得構成要
素５０４は、前のＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素または関係情報をＭＡＣレイヤ処理構成要素５
０６に与えることができる。この例では、ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素５１０は、前のＭ
ＳＩ　ＭＡＣ制御要素の開始サブフレームの時間期間Ｔを判断することができ、サブフレ
ームを復号し始めるために、開始サブフレームの時間期間にタイムアドバンスＡを適用す
ることができる（一例では、Ｔ－Ａ）。たとえば、ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素５１０は
、ＰＭＣＨに関係する既知のサブフレーム情報および／または対応するＭＢＳＦＮ構成、
Ａについての受信したパラメータ値、前に受信したＭＳＩの前のＭＳＰと現在のＭＳＰと
の間のＰＭＣＨタイミング差を判断するための判断されたＭＳＰタイミングの履歴などの
うちの少なくとも１つに基づいて、Ａを判断することができる。
【００４７】
　[0058]　また別の例では、ＰＭＣＨ内のＭＴＣＨスケジューリングは、ＬＣＩＤに従っ
て順序付けられ得る。したがって、たとえば、ＰＤＵ識別構成要素５１２は、ＭＡＣ　Ｐ
ＤＵのＭＡＣサブヘッダからＬＣＩＤを判断することができる。ＬＣＩＤが要求されたＭ
ＴＣＨのＬＣＩＤよりも小さい場合、ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素５１０は、ＰＭＣＨの
最後のサブフレームに遭遇するまで、またはＬＣＩＤに関係するＭＡＣ　ＰＤＵが処理さ
れるまで、ＭＡＣ　ＰＤＵを復号し続けることができる。ＬＣＩＤが要求されたＭＴＣＨ
よりも大きい場合、ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素５１０は、次のＰＭＣＨ、ＭＳＰなどま
で、ＭＡＣ　ＰＤＵを復号することを控えることができる。ＬＣＩＤが要求されたＭＴＣ
ＨのＬＣＩＤである場合、ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素５１０は、ＰＤＵ識別構成要素５
１２が、ＭＡＣ　ＰＤＵ中の異なるＬＣＩＤを判断し、および／またはサブフレームがＭ
ＳＰ中の最後のＰＭＣＨのサブフレームであると判断するまで、ＭＡＣ　ＰＤＵを復号し
続けることができる。
【００４８】
　[0059]　さらに、この例では、データ識別構成要素５１４は、ＭＡＣ　ＳＤＵ中のデー
タを判断するためにフレーミング情報を利用することができる。たとえば、ＭＡＣ　ＳＤ
Ｕ中のフレーミング情報は、データがＲＬＣ　ＳＤＵの最初のバイトを含むかどうかを示
すことができる（たとえば、フレーミング情報が００または０１を示す場合）。この例で
は、データ通信構成要素５１６は、要求されたＭＴＣＨの要求されたデータを取得するこ
とができる。ＭＡＣ　ＳＤＵ中のフレーミング情報が、最初のバイトがデータ中に含まれ
ないことを示す（たとえば、フレーミング情報が１０または１１を示す）場合、部分的な
データが、データ通信構成要素によって復元され、ＲＬＣレイヤ処理構成要素５０８に通
信され得る。消失したデータが要求された場合、たとえば、ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素
５１０は、存在する場合、所与のＭＳＰの別の割当て期間中のＰＭＣＨの後続のインスタ
ンス中のＭＴＣＨを復号することを試みることができる。したがって、上記で説明した例
では、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素が適切に判断されないとき、ＭＴＣＨデータは取得され得
る。
【００４９】
　[0060]　図６～図８に、マルチキャストブロードキャスト通信を復号することに関係す
る例示的な方法を示す。説明を簡単にするために、方法を一連の行為として図示し説明す
るが、いくつかの行為は、１つまたは複数の実施形態によれば、他の行為と同時に、およ
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び／または本明細書で図示し説明する順序とは異なる順序で行われ得るので、方法は行為
の順序によって限定されないことを理解および諒解されたい。たとえば、方法は、状態図
など、一連の相互に関係する状態またはイベントとして代替的に表現され得ることを諒解
されたい。その上、１つまたは複数の実施形態による方法を実施するために、図示のすべ
ての行為が必要とされるとは限らない。
【００５０】
　[0061]　図６は、マルチキャストブロードキャスト通信を復号するための例示的な方法
６００を示している。６０２において、１つまたは複数の信号中のマルチキャストブロー
ドキャストデータを受信する。たとえば、これは、１つまたは複数のブロードキャストエ
ンティティから、示されたＭＢＳＦＮサブフレーム中のデータ（たとえば、ｅＭＢＭＳデ
ータ）を受信することを含むことができる。
【００５１】
　[0062]　６０４において、マルチキャストブロードキャストデータに関係するスケジュ
ーリング情報を受信する際にエラーが発生したかどうかを判断する。たとえば、スケジュ
ーリング情報はＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素を含むことができる。さらに、判断は、ＭＳＩ　
ＭＡＣ制御要素が予想されるサブフレームが受信されないこと、サブフレーム中で受信さ
れた信号の信号品質がしきい値を下回ること、復号プロセスにおけるエラー（たとえば、
失敗したＣＲＣ）などを判断することを含むことができる。
【００５２】
　[0063]　６０６において、エラーが発生したと判断されたとき、マルチキャストブロー
ドキャストデータの少なくとも一部分に対応するＭＡＣレイヤパケット中のＭＡＣレイヤ
サブヘッダを復号する。説明したように、マルチキャストブロードキャストデータ（たと
えば、ｅＭＢＭＳデータ）が受信されるサブフレームを指定する、構成メッセージ中のＭ
ＢＳＦＮＡｒｅａＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎが受信され得、さらに、いくつかのＰＭＣ
Ｈインスタンスに関係するサブフレームがＭＢＳＦＮＡｒｅａＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏ
ｎから判断され得る。その上、ＭＡＣレイヤサブヘッダは、ＭＡＣレイヤパケット中のＭ
ＡＣ　ＳＤＵに関係するチャネル識別子を含めて、様々なフィールドを含むことができる
。チャネル識別子は、説明したように、所与の論理チャネルに対応することができ、した
がって、この情報は、スケジューリング情報がない場合に論理チャネルデータを取得する
ために使用され得る。一例では、ＭＡＣレイヤパケットは、サブフレーム中の最初に受信
したパケットであり、および／またはあるＰＭＣＨに関係し得る。別の例では、ＭＡＣレ
イヤパケットは、前に受信したＭＳＩに基づいて選択され得る。この例では、関係するＭ
ＴＣＨを受信する適切なタイミングを保証するために、前に受信したＭＳＩを受信した時
間期間にタイミングアドバンスが適用され得る。
【００５３】
　[0064]　６０８において、ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネル識別子が要求されたチ
ャネルの要求されたチャネル識別子に対応するかどうかを判断する。たとえば、ＭＴＣＨ
など、いくつかのブロードキャストデータ論理チャネルは、サブスクライブされるか、ま
たは場合によっては、（たとえば、ユーザまたはデバイス上で実行しているアプリケーシ
ョンからの指示に基づいて）要求されるべきと判断され得る。論理チャネル、たとえば、
（１つまたは複数の）ＭＴＣＨに関係する１つまたは複数のチャネル識別子、たとえば、
ＬＣＩＤが、（１つまたは複数の）ＭＴＣＨおよび／または関係するチャネル識別情報を
通信するブロードキャストエンティティまたは他の構成要素から受信され得る。判断に基
づいて、たとえば、説明したように、ＭＡＣレイヤパケット中のＭＡＣ　ＳＤＵが通信レ
イヤに与えられ得る。たとえば、ＬＣＩＤが要求されたＬＣＩＤに対応する場合、要求さ
れたＭＴＣＨに対応するＭＡＣ　ＳＤＵ中のデータが、ＲＬＣレイヤなどの通信レイヤに
与えられ得る。いずれの場合も、次のＭＡＣレイヤパケットが受信され得、ＬＣＩＤが要
求されたＬＣＩＤに依然として対応する場合、そのパケット中のＭＡＣ　ＳＤＵが通信レ
イヤに与えられ得る。この点について、第１のＰＭＣＨインスタンス中のＭＳＩ　ＭＡＣ
制御要素が逃された場合、ＭＴＣＨデータは、ＭＳＰ中の第１のＰＭＣＨインスタンスか
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らのものであるのか後続のＰＭＣＨインスタンスからのものであるのかにかかわらず、依
然として処理され得る。
【００５４】
　[0065]　図７は、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素が適切に受信されない場合にマルチキャスト
ブロードキャスト通信を復号するための例示的な方法７００を示している。７０２におい
て、第１のＰＭＣＨ送信の第１のサブフレームから探索を開始する。たとえば、ＰＭＣＨ
に関して知られている情報に基づいて、ＰＭＣＨ送信が始まるサブフレームが判断され得
る。７０４において、現在サブフレームのＭＡＣ　ＰＤＵを復号する。これは、サブフレ
ーム上で信号を受信することと、１つまたは複数のＭＡＣ　ＰＤＵを取得するために信号
を復号することと、少なくとも１つのサブヘッダからの情報の少なくとも一部分を判断す
ることとを含むことができる。７０６において、ＭＡＣサブヘッダ中のＬＣＩＤが要求さ
れたＬＣＩＤに等しいかどうかを判断する。等しい場合、７０８において、開始ＭＴＣＨ
サブフレームを見つける。７１０において、サブフレームがＰＭＣＨの最後のサブフレー
ムであるかどうかを判断する。最後のサブフレームでない場合、７１２において、次のサ
ブフレームを受信し、７１４において、現在サブフレームのＭＡＣ　ＰＤＵを復号する。
７１６において、現在サブフレームのＬＣＩＤが要求されたＬＣＩＤに等しいかどうかを
判断する。等しい場合、本方法は７１０において続くことができ、７１０において、現在
サブフレームがＰＭＣＨの最後のサブフレームであるかどうかを判断する。
【００５５】
　[0066]　７１６において、ＬＣＩＤが要求されたＬＣＩＤに等しくない場合、本方法は
、ＭＴＣＨサブフレームの位置を特定して、終了することができる。７１０において、現
在サブフレームがＰＭＣＨの最後のサブフレームである場合、本方法は、ＭＴＣＨサブフ
レームの位置を特定して、終了することができる。７０６において、ＬＣＩＤが要求され
たＬＣＩＤに等しくない場合、７１８において、サブフレームがＰＭＣＨの最後のサブフ
レームであるかどうかを判断する。最後のサブフレームでない場合、７２０において、次
のサブフレームを受信し、本方法はステップ７０４に続くことができ、そこで、現在サブ
フレームのＭＡＣ　ＰＤＵを復号する。７１８において、現在サブフレームがＰＭＣＨの
最後のサブフレームである場合、７２２において、ＰＭＣＨがＭＳＰ中の最後のＰＭＣＨ
インスタンスであるかどうかを判断する。最後のＰＭＣＨインスタンスでない場合、７２
４において、次のＰＭＣＨインスタンスを受信する。これは、ＭＢＳＦＮサブフレーム構
成に関して知られている情報に基づくことができ、本方法は７０２において続くことがで
き、そこで、ＰＭＣＨの第１のサブフレームから探索を開始する。７２２において、ＰＭ
ＣＨがＭＳＰの最後のＰＭＣＨインスタンスである場合、本方法は、ＭＴＣＨサブフレー
ムを見つけることに失敗して、終了することができる。
【００５６】
　[0067]　図８は、ＬＣＩＤを要求されたＬＣＩＤと比較することに基づいて、マルチキ
ャストブロードキャスト通信を復号するための例示的な方法８００を示している。８０２
において、現在サブフレームのＭＡＣ　ＰＤＵを復号する。８０４において、ＭＡＣ　Ｐ
ＤＵ中のＬＣＩＤが要求されたＬＣＩＤと比較される。ＬＣＩＤが要求されたＬＣＩＤよ
りも小さい場合、８０６において、次のサブフレームを受信し、本方法はステップ８０２
に続くことができ、そこで、現在サブフレームのＭＡＣ　ＰＤＵを復号する。８０４にお
いて、ＬＣＩＤが要求されたＬＣＩＤよりも大きい場合、８０８において、次のＰＭＣＨ
インスタンスを受信し、本方法は８０２に続くことができ、そこで、現在サブフレームの
ＭＡＣ　ＰＤＵを復号する。８０４において、ＬＣＩＤが要求されたＬＣＩＤに等しい場
合、８１０において、ＭＡＣ　ＳＤＵからのフレーミング情報を判断する。したがって、
たとえば、関係するＭＡＣ　ＳＤＵの一部分がＭＡＣ　ＰＤＵ中に存在する場合、これは
上位レイヤに搬送され得る。８１２において、フレーミング情報に基づいてＭＡＣ　ＳＤ
Ｕを上位レイヤに通信する。
【００５７】
　[0068]　本明細書で説明する１つまたは複数の態様によれば、説明したように、要求さ
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れたＭＴＣＨまたは関係するＰＭＣＨのサブフレームを判断すること、関係するＭＡＣ　
ＳＤＵまたはそれの部分を処理することなどに関する推論が行われ得ることを諒解されよ
う。本明細書で使用する「推測する（infer）」または「推測（inference）」という用語
は、概して、イベントおよび／またはデータを介して捕捉された観察のセットから、シス
テム、環境、および／またはユーザの状態について推理するかまたはその状態を推測する
プロセスを指す。推測は、特定のコンテキストまたはアクションを識別するために採用さ
れ得、あるいは、たとえば、状態の確率分布を生成することができる。推測は、確率的、
すなわち、データおよびイベントの考察に基づく当該の状態の確率分布の計算であり得る
。推測は、イベントおよび／またはデータのセットからより高いレベルのイベントを構成
するために採用される技法を指すこともある。そのような推測から、イベントが時間的に
緊切して相関するか否かにかかわらず、ならびにイベントおよびデータが１つまたは複数
のイベントおよびデータの発生源に由来するかどうかにかかわらず、観測されたイベント
および／または記憶されたイベントデータのセットから新しいイベントまたはアクション
が構成される。
【００５８】
　[0069]　図９に、マルチキャストブロードキャスト通信を復号するためのシステム９０
０を示す。たとえば、システム９００は、少なくとも部分的にデバイスまたは他の受信機
内に常駐することができる。システム９００は機能ブロックを含むものとして表されてお
り、その機能ブロックは、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの組合せ（たとえば
、ファームウェア）によって実装される機能を表す機能ブロックであり得ることを諒解さ
れたい。システム９００は、連携して動作することができる電気的構成要素の論理グルー
ピング９０２を含む。たとえば、論理グルーピング９０２は、１つまたは複数の信号中の
マルチキャストブロードキャストデータを受信するための電気的構成要素を含むことがで
きる。たとえば、１つまたは複数の信号はＭＢＳＦＮサブフレーム上で受信され得る。論
理グルーピング９０２はまた、マルチキャストブロードキャストデータに関係するスケジ
ューリング情報を受信する際にエラーが発生したかどうかを判断するための電気的構成要
素９０６を含むことができる。これは、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素を搬送する信号が、対応
するサブフレーム中で受信されないこと、関係する信号が（たとえば、しきい値レベルを
下回る）低い信号品質において受信されたこと、関係する信号がＣＲＣまたは同様の検証
に失敗したことなどのうちの少なくとも１つを判断することを含むことができる。
【００５９】
　[0070]　論理グルーピング９０２はまた、エラーが発生したとき、マルチキャストブロ
ードキャストデータの少なくとも一部分に対応するＭＡＣレイヤパケット中のＭＡＣレイ
ヤサブヘッダを復号するための電気的構成要素９０８を含むことができる。さらに、論理
グルーピング９０２は、ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネル識別子が要求されたチャネ
ルの要求されたチャネル識別子に対応するかどうかを判断するための電気的構成要素９１
０を含むことができる。一例では、チャネル識別子は、要求されたＭＴＣＨのためのＬＣ
ＩＤであり得る。たとえば、上記で説明したように、電気的構成要素９０４は受信構成要
素５０２を含むことができ、電気的構成要素９０６はスケジューリング情報取得構成要素
５０４を含むことができる。さらに、たとえば、電気的構成要素９０８は、一態様では、
上記で説明したように、ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素５１０を含むことができる。電気的
構成要素９１０は、一例では、ＰＤＵ識別構成要素５１２を含むことができる。
【００６０】
　[0071]　さらに、システム９００は、電気的構成要素９０４、９０６、９０８、および
９１０に関連する機能を実行するための命令を保持するメモリ９１２を含むことができる
。メモリ９１２の外部にあるものとして示されているが、電気的構成要素９０４、９０６
、９０８、および９１０のうちの１つまたは複数は、メモリ９１２の内部に存在すること
ができることを理解されたい。電気的構成要素９０４、９０６、９０８、および９１０は
、一例では、構成要素間の通信を可能にするために、バス９１４または同様の接続を介し
て相互接続され得る。一例では、電気的構成要素９０４、９０６、９０８、および９１０
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は、少なくとも１つのプロセッサを含むことができるか、または各電気的構成要素９０４
、９０６、９０８、および９１０は、少なくとも１つのプロセッサの対応するモジュール
であり得る。その上、追加または代替の例では、電気的構成要素９０４、９０６、９０８
、および９１０は、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であり得
、各電気的構成要素９０４、９０６、９０８、および９１０は、対応するコードであり得
る。
【００６１】
　[0072]　図１０は、マルチキャストブロードキャスト通信を復号することを可能にする
モバイルデバイス１０００の図である。モバイルデバイス１０００は、たとえば受信アン
テナ（図示せず）から信号を受信し、受信信号に対して典型的な動作（たとえば、フィル
タ処理、増幅、ダウンコンバートなど）を行い、サンプルを取得するために調整された信
号をデジタル化する受信機１００２を含み得る。受信機１００２は、受信したシンボルを
復調し、それらをチャネル推定のためにプロセッサ１００６に与えることができる復調器
１００４を含むことができる。プロセッサ１００６は、受信機１００２によって受信され
た情報の分析および／または送信機１００８による送信のための情報の生成に専用のプロ
セッサ、モバイルデバイス１０００の１つまたは複数の構成要素を制御するプロセッサ、
ならびに／あるいは受信機１００２によって受信された情報の分析、送信機１００８によ
る送信のための情報の生成、およびモバイルデバイス１０００の１つまたは複数の構成要
素の制御を行うプロセッサであり得る。
【００６２】
　[0073]　モバイルデバイス１０００は、さらに、メモリ１０１０を含むことができ、メ
モリ１０１０は、プロセッサ１００６に動作可能に結合され、送信すべきデータ、受信さ
れたデータ、利用可能なチャネルに関係する情報、分析された信号および／または干渉強
度に関連するデータ、割り当てられたチャネル、電力、レートなどに関係する情報、なら
びにチャネルを推定し、そのチャネルを介して通信するための他の適切な情報を記憶する
ことができる。メモリ１０１０は、さらに（たとえばパフォーマンスベース、容量ベース
などの）チャネルの推定および／または利用に関連するプロトコルおよび／またはアルゴ
リズムを記憶することができる。
【００６３】
　[0074]　本明細書で説明するデータストア（たとえば、メモリ１０１０）は、揮発性メ
モリまたは不揮発性メモリのいずれかであり得るか、あるいは揮発性メモリと不揮発性メ
モリの両方を含むことができることを諒解されよう。限定ではなく例として、不揮発性メ
モリは、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、電気的プロ
グラマブルＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）
）、またはフラッシュメモリを含むことができる。揮発性メモリは、外部キャッシュメモ
リとして働くランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）を含むことができる。限定ではなく例と
して、ＲＡＭは、同期ＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、同期ＤＲ
ＡＭ（ＳＤＲＡＭ）、ダブルデータレートＳＤＲＡＭ（ＤＤＲ　ＳＤＲＡＭ）、拡張ＳＤ
ＲＡＭ（ＥＳＤＲＡＭ）、シンクリンクＤＲＡＭ（ＳＬＤＲＡＭ）、およびダイレクトラ
ンバスＲＡＭ（ＤＲＲＡＭ）など、多くの形態において利用可能である。主題のシステム
および方法のメモリ１０１０は、これらおよび他の適切なタイプのメモリを、それらに限
定されることなく、含むものとする。
【００６４】
　[0075]　一例では、受信機１００２は、受信構成要素５０２と同様であり得る。プロセ
ッサ１００６は、さらに、随意に、スケジューリング情報取得構成要素５０４と同様であ
り得るスケジューリング情報取得構成要素１０１２に動作可能に結合され得る。プロセッ
サ１００６はまた、随意に、ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素５１０と同様であり得るＭＡＣ
　ＰＤＵ復号構成要素１０１４、ＰＤＵ識別構成要素５１２と同様であり得るＰＤＵ識別
構成要素１０１６、データ識別構成要素５１４と同様であり得るデータ識別構成要素１０
１８、および／またはデータ通信構成要素５１６と同様であり得るデータ通信構成要素１



(22) JP 5801498 B2 2015.10.28

10

20

30

40

50

０２０など、ＭＡＣ処理レイヤの１つまたは複数の構成要素に動作可能に結合され得る。
【００６５】
　[0076]　モバイルデバイス１０００は、またさらに、たとえば、基地局、別のモバイル
デバイスなどへの送信機１００８による送信のための信号を変調する変調器１０２４を含
む。その上、たとえば、モバイルデバイス１０００は、説明したように、複数のネットワ
ークインターフェースのための複数の送信機１００８を含むことができる。プロセッサ１
００６とは別個のものとして図示されているが、スケジューリング情報取得構成要素１０
１２、ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素１０１４、ＰＤＵ識別構成要素１０１６、データ識別
構成要素１０１８、データ通信構成要素１０２０、復調器１００４、および／または変調
器１０２４は、プロセッサ１００６または複数のプロセッサ（図示せず）の一部であり得
、ならびに／あるいはプロセッサ１００６が実行するためのメモリ１０１０中の命令とし
て記憶され得ることを諒解されたい。
【００６６】
　[0077]　図１１に、本明細書で提示する様々な実施形態によるワイヤレス通信システム
１１００を示す。システム１１００は、複数のアンテナグループを含むことができる基地
局１１０２を含む。たとえば、１つのアンテナグループはアンテナ１１０４および１１０
６を含み、別のグループはアンテナ１１０８および１１１０を含み、さらなるグループは
アンテナ１１１２および１１１４を含むことができる。アンテナグループごとに２つのア
ンテナが示されているが、グループごとにより多いまたはより少ないアンテナが利用され
得る。基地局１１０２は、さらに、送信機チェーンおよび受信機チェーンを含むことがで
き、送信機チェーンおよび受信機チェーンの各々は、諒解されるように、信号送信および
信号受信に関連する複数の構成要素またはモジュール（たとえば、プロセッサ、変調器、
マルチプレクサ、復調器、デマルチプレクサ、アンテナなど）を含むことができる。
【００６７】
　[0078]　基地局１１０２は、モバイルデバイス１１１６およびモバイルデバイス１１２
２など、１つまたは複数のモバイルデバイスと通信することができるが、基地局１１０２
は、モバイルデバイス１１１６および１１２２と同様の実質的にいかなる数のモバイルデ
バイスとも通信することができることを諒解されたい。モバイルデバイス１１１６および
１１２２は、たとえば、セルラーフォン、スマートフォン、ラップトップ、ハンドヘルド
通信デバイス、ハンドヘルドコンピューティングデバイス、衛星ラジオ、全地球測位シス
テム、ＰＤＡ、および／またはワイヤレス通信システム１１００を介して通信するための
他の好適なデバイスであり得る。図示のように、モバイルデバイス１１１６は、アンテナ
１１１２および１１１４と通信しており、アンテナ１１１２および１１１４は、順方向リ
ンク１１１８を介して情報をモバイルデバイス１１１６に送信し、逆方向リンク１１２０
を介してモバイルデバイス１１１６から情報を受信する。その上、モバイルデバイス１１
２２は、アンテナ１１０４および１１０６と通信しており、アンテナ１１０４および１１
０６は、順方向リンク１１２４を介して情報をモバイルデバイス１１２２に送信し、逆方
向リンク１１２６を介してモバイルデバイス１１２２から情報を受信する。周波数分割複
信（ＦＤＤ）システムでは、たとえば、順方向リンク１１１８は、逆方向リンク１１２０
によって使用される周波数帯とは異なる周波数帯を利用することができ、順方向リンク１
１２４は、逆方向リンク１１２６によって使用される周波数帯とは異なる周波数帯を使用
することができる。さらに、時分割複信（ＴＤＤ）システムでは、順方向リンク１１１８
および逆方向リンク１１２０は共通の周波数帯を利用し、順方向リンク１１２４および逆
方向リンク１１２６は共通の周波数帯を利用することができる。
【００６８】
　[0079]　アンテナの各グループおよび／またはそれらが通信するように指定されたエリ
アは、基地局１１０２のセクタと呼ばれることがある。たとえば、アンテナグループは、
基地局１１０２によってカバーされるエリアのセクタ中のモバイルデバイスと通信するよ
うに設計され得る。順方向リンク１１１８および１１２４を介した通信では、基地局１１
０２の送信アンテナは、モバイルデバイス１１１６および１１２２についての順方向リン
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ク１１１８および１１２４の信号対雑音比を向上させるためにビームフォーミングを利用
することができる。また、基地局１１０２が、関連するカバレージ中に不規則に散在する
モバイルデバイス１１１６および１１２２に送信するためにビームフォーミングを利用す
る間は、基地局が単一のアンテナを介してその基地局のすべてのモバイルデバイスに送信
する場合と比較して、隣接セル内のモバイルデバイスは干渉を受けにくくなり得る。その
上、モバイルデバイス１１１６および１１２２は、図示のようにピアツーピアまたはアド
ホック技術を使用して互いに直接通信することができる。一例によれば、システム１１０
０は、多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信システム、または基地局１１０２とモバイルデバイ
ス１１１６および／または１１２２との間に複数のキャリアを割り当てることを可能にす
る同様のシステムであり得る。たとえば、基地局１１０２はマルチキャストブロードキャ
ストデータをデバイス１１１６および／または１１２２に通信することができ、デバイス
１１１６および／または１１２２は、ＭＳＩが適切に受信されない場合、本明細書で説明
するようにデータを復号することができる。
【００６９】
　[0080]　図１２に、例示的なワイヤレス通信システム１２００を示す。ワイヤレス通信
システム１２００には、簡潔のために、１つの基地局１２１０と、１つのモバイルデバイ
ス１２５０とを示してある。ただし、システム１２００は、２つ以上の基地局および／ま
たは２つ以上のモバイルデバイスを含むことができ、追加の基地局および／またはモバイ
ルデバイスは、以下で説明する例示的な基地局１２１０およびモバイルデバイス１２５０
と実質的に同様または異なるものであり得ることを諒解されたい。さらに、基地局１２１
０および／またはモバイルデバイス１２５０は、それらの間のワイヤレス通信を可能にす
るために、本明細書で説明するフレーム構成（図１）、通信タイムライン（図２）、ＰＤ
Ｕ（図３）、システム（図４、図５、図１０、および図１１）、方法（図６～図８）、お
よび／またはモバイルデバイス（図９）を採用することができることを諒解されたい。た
とえば、本明細書で説明するシステムおよび／または方法の構成要素または機能は、以下
で説明するメモリ１２３２および／または１２７２あるいはプロセッサ１２３０および／
または１２７０の一部であり得、ならびに／あるいは開示する機能を実行するためにプロ
セッサ１２３０および／または１２７０によって実行され得る。
【００７０】
　[0081]　基地局１２１０において、いくつかのデータストリームのトラフィックデータ
がデータソース１２１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ１２１４に与えられる。一例
によれば、各データストリームは、それぞれのアンテナを介して送信され得る。ＴＸデー
タプロセッサ１２１４は、トラフィックデータストリーム用に選択された特定のコーディ
ング方式に基づいてそのデータストリームをフォーマットし、コーディングし、インター
リーブして、コード化データを与える。
【００７１】
　[0082]　各データストリームのコード化データは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）
技法を使用してパイロットデータと多重化され得る。追加または代替として、パイロット
シンボルは、周波数分割多重化（ＦＤＭ）、時分割多重化（ＴＤＭ）、または符号分割多
重化（ＣＤＭ）され得る。パイロットデータは、一般に、知られている方法で処理される
、知られているデータパターンであり、チャネル応答を推定するためにモバイルデバイス
１２５０において使用され得る。各データストリームの多重化されたパイロットおよびコ
ード化データは、そのデータストリーム用に選択された特定の変調方式（たとえば、２位
相偏移キーイング（ＢＰＳＫ）、４位相偏移キーイング（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相偏移キーイ
ング（Ｍ－ＰＳＫ）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ）など）に基づいて変調（たとえば
、シンボルマッピング）されて、変調シンボルが与えられ得る。各データストリームのデ
ータレート、コーディング、および変調は、プロセッサ１２３０によって実行されまたは
与えられる命令によって判断され得る。
【００７２】
　[0083]　データストリームの変調シンボルはＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１２２０に与え
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られ、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１２２０は、（たとえば、ＯＦＤＭ用に）変調シンボル
をさらに処理することができる。ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１２２０は、次いで、ＮT個
の変調シンボルストリームをＮT個の送信機（ＴＭＴＲ）１２２２ａ～１２２２ｔに与え
る。様々な実施形態では、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１２２０は、データストリームのシ
ンボルと、シンボルの送信元であるアンテナとにビームフォーミング重みを適用する。
【００７３】
　[0084]　各送信機１２２２は、それぞれのシンボルストリームを受信し、処理して、１
つまたは複数のアナログ信号を与え、さらに、それらのアナログ信号を調整（たとえば、
増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）して、ＭＩＭＯチャネルを介して送信す
るのに適した被変調信号を与える。さらに、送信機１２２２ａ～１２２２ｔからのＮT個
の被変調信号は、それぞれＮT個のアンテナ１２２４ａ～１２２４ｔから送信される。
【００７４】
　[0085]　モバイルデバイス１２５０において、送信された被変調信号はＮR個のアンテ
ナ１２５２ａ～１２５２ｒによって受信され、各アンテナ１２５２からの受信信号は、そ
れぞれの受信機（ＲＣＶＲ）１２５４ａ～１２５４ｒに与えられる。各受信機１２５４は
、それぞれの信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、およびダウンコンバート）し
、調整された信号をデジタル化してサンプルを与え、さらにそれらのサンプルを処理して
、対応する「受信」シンボルストリームを与える。
【００７５】
　[0086]　ＲＸデータプロセッサ１２６０は、ＮR個の受信機１２５４からＮR個の受信シ
ンボルストリームを受信し、特定の受信機処理技法に基づいて処理して、ＮT個の「検出
」シンボルストリームを与えることができる。ＲＸデータプロセッサ１２６０は、各検出
シンボルストリームを復調し、デインターリーブし、復号して、データストリームのトラ
フィックデータを復元することができる。ＲＸデータプロセッサ１２６０による処理は、
基地局１２１０においてＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１２２０およびＴＸデータプロセッサ
１２１４によって実行される処理を補足するものである。
【００７６】
　[0087]　逆方向リンクメッセージは、通信リンクおよび／または受信データストリーム
に関する様々なタイプの情報を含むことができる。逆方向リンクメッセージは、データソ
ース１２３６から複数のデータストリームのトラフィックデータをも受信するＴＸデータ
プロセッサ１２３８によって処理され、変調器１２８０によって変調され、送信機１２５
４ａ～１２５４ｒによって調整され、基地局１２１０に戻され得る。
【００７７】
　[0088]　基地局１２１０において、モバイルデバイス１２５０からの被変調信号は、ア
ンテナ１２２４によって受信され、受信機１２２２によって調整され、復調器１２４０に
よって復調され、ＲＸデータプロセッサ１２４２によって処理されて、モバイルデバイス
１２５０によって送信された逆方向リンクメッセージが抽出される。さらに、プロセッサ
１２３０は、抽出されたメッセージを処理して、ビームフォーミング重みを判断するため
にどのプリコーディング行列を使用すべきかを判断することができる。
【００７８】
　[0089]　プロセッサ１２３０および１２７０は、それぞれ基地局１２１０およびモバイ
ルデバイス１２５０における動作を指示（たとえば、制御、調整、管理など）することが
できる。それぞれのプロセッサ１２３０および１２７０は、プログラムコードおよびデー
タを記憶するメモリ１２３２および１２７２に結合され得る。その上、プロセッサ１２３
０および１２７０は、本明細書で説明した、マルチキャストブロードキャストデータを復
号することを支援することができる。たとえば、プロセッサ１２３０および１２７０は、
そのような復号に関して説明した機能を実行することができ、ならびに／あるいはメモリ
１２３２および１２７２は、そのような機能および／またはそれに関係するデータを記憶
することができる。
【００７９】
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　[0090]　本明細書で開示した実施形態に関して説明した様々な例示的な論議、論理ブロ
ック、モジュール、構成要素、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ
（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレ
イ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ
論理、個別ハードウェア構成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設
計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイ
クロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コ
ントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コ
ンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ
、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッ
サ、または任意の他のそのような構成として実装され得る。さらに、少なくとも１つのプ
ロセッサは、上記で説明したステップおよび／またはアクションのうちの１つまたは複数
を実行するように動作可能な１つまたは複数のモジュールを含み得る。例示的な記憶媒体
は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができる
ようにプロセッサに結合され得る。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る
。さらに、いくつかの態様では、プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。
さらに、ＡＳＩＣはユーザ端末中に常駐し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体
は、ユーザ端末中に個別構成要素として常駐し得る。
【００８０】
　[0091]　１つまたは複数の態様では、説明した機能、方法、またはアルゴリズムは、ハ
ードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得
る。ソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして
、コンピュータプログラム製品に組み込まれ得る、コンピュータ可読媒体上に記憶される
か、あるいはコンピュータ可読媒体上で送信され得る。コンピュータ可読媒体は、ある場
所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む、コン
ピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の
光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あ
るいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するため
に使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を含むことがで
きる。また、実質的にいかなる接続もコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。たと
えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル
加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を
使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸
ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、および
マイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディス
ク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザー
ディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）
（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標
）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディ
スク（disc）は、通常、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュ
ータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００８１】
　[0092]　上記の開示は、例示的な態様および／または実施形態について論じたが、添付
の特許請求の範囲によって定義された説明した態様および／または実施形態の範囲から逸
脱することなく、様々な変更および改変を本明細書で行い得ることに留意されたい。さら
に、説明した態様および／または実施形態の要素は、単数形で説明または請求されている
ことがあるが、単数形への限定が明示的に述べられていない限り、複数形が企図される。
さらに、任意の態様および／または実施形態の全部または一部は、別段に記載されていな
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い限り、任意の他の態様および／または実施形態の全部または一部とともに利用され得る
。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ワイヤレスネットワークにおいてマルチキャストブロードキャストデータを受
信するための方法であって、
　１つまたは複数の信号中のマルチキャストブロードキャストデータを受信することと、
　前記マルチキャストブロードキャストデータに関係するスケジューリング情報を受信す
る際にエラーが発生したかどうかを判断することと、
　前記エラーが発生したと判断されたとき、前記マルチキャストブロードキャストデータ
の少なくとも一部分に対応するメディアアクセス制御（ＭＡＣ）レイヤパケット中のＭＡ
Ｃレイヤサブヘッダを復号することと、
　前記ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネル識別子が要求されたチャネルの要求されたチ
ャネル識別子に対応するかどうかを判断することと
を備える、方法。
［Ｃ２］　前記ＭＡＣレイヤパケット中のＭＡＣサービスデータユニット（ＳＤＵ）を通
信レイヤに与えることをさらに備え、前記チャネル識別子が前記要求されたチャネル識別
子に対応するかどうかを前記判断することは、前記チャネル識別子が前記要求されたチャ
ネル識別子に対応すると判断することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　後続のＭＡＣレイヤパケット中の後続のＭＡＣレイヤサブヘッダを復号するこ
とと、
　前記後続のＭＡＣレイヤサブヘッダ中の後続のチャネル識別子が前記要求されたチャネ
ル識別子に対応すると判断することと、
　前記後続のチャネル識別子が前記要求されたチャネル識別子に対応すると前記判断する
ことに部分的に基づいて、前記後続のＭＡＣレイヤパケット中の後続のＭＡＣ　ＳＤＵを
前記通信レイヤに与えることと
をさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］　前記ＭＡＣ　ＳＤＵに関係するフレーミング情報を判断することをさらに備え
、前記ＭＡＣ　ＳＤＵを前記与えることが前記フレーミング情報にさらに基づく、Ｃ２に
記載の方法。
［Ｃ５］　前記ＭＡＣレイヤパケットに関係する物理チャネルがスケジューリング期間中
の最後の物理チャネルであると判断することと、
　前記物理チャネルが前記スケジューリング期間中の前記最後の物理チャネルであると前
記判断することに基づいて、後続のスケジューリング期間中に後続のスケジューリング情
報を受信することを試みることと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］　前のスケジューリング情報に部分的に基づいて、前記ＭＡＣレイヤパケットが
物理チャネルに対応するサブフレーム中にあると判断することに部分的に基づいて、復号
するために前記ＭＡＣレイヤパケットを選択することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ７］　前記前のスケジューリング情報が受信された時間期間にタイミングアドバンス
を適用することに部分的に基づいて前記サブフレームを判断することをさらに備える、Ｃ
６に記載の方法。
［Ｃ８］　後続のＭＡＣレイヤパケット中の後続のＭＡＣレイヤサブヘッダを復号するこ
とをさらに備え、前記チャネル識別子が前記要求されたチャネル識別子に対応するかどう
かを前記判断することは、前記チャネル識別子が前記要求されたチャネル識別子よりも小
さいと判断することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］　次の物理チャネルインスタンスに対応する後続のＭＡＣレイヤパケット中の後
続のＭＡＣレイヤサブヘッダを復号することをさらに備え、前記チャネル識別子が前記要
求されたチャネル識別子に対応するかどうかを前記判断することは、前記チャネル識別子
が前記要求されたチャネル識別子よりも大きいと判断することを備える、Ｃ１に記載の方
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法。
［Ｃ１０］　前記マルチキャストブロードキャストデータが発展型マルチキャストブロー
ドキャストマルチメディアサービスデータに対応し、前記スケジューリング情報がマルチ
キャストスケジューリング情報ＭＡＣ制御要素から判断され、前記要求されたチャネルが
マルチキャストトラフィックチャネルに対応し、前記要求されたチャネル識別子が論理チ
ャネル識別子に対応する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］　ワイヤレスネットワークにおいてマルチキャストブロードキャストデータを
受信するための装置であって、
　１つまたは複数の信号中のマルチキャストブロードキャストデータを受信するための手
段と、
　前記マルチキャストブロードキャストデータに関係するスケジューリング情報を受信す
る際にエラーが発生したかどうかを判断するための手段と、
　前記エラーが発生したと判断されたとき、前記マルチキャストブロードキャストデータ
の少なくとも一部分に対応するメディアアクセス制御（ＭＡＣ）レイヤパケット中のＭＡ
Ｃレイヤサブヘッダを復号するための手段と、
　前記ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネル識別子が要求されたチャネルの要求されたチ
ャネル識別子に対応するかどうかを判断するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ１２］　前記ＭＡＣレイヤパケット中のＭＡＣサービスデータユニット（ＳＤＵ）を
通信レイヤに与えるための手段をさらに備え、前記チャネル識別子が前記要求されたチャ
ネル識別子に対応するかどうかを判断するための前記手段は、前記チャネル識別子が前記
要求されたチャネル識別子に対応すると判断する、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］　前記ＭＡＣレイヤパケットに関係する物理チャネルがスケジューリング期間
中の最後の物理チャネルであると判断するための手段をさらに備え、検出するための前記
手段は、前記物理チャネルが前記スケジューリング期間中の前記最後の物理チャネルであ
ることに基づいて、後続のスケジューリング期間中に後続のスケジューリング情報を受信
することを試みる、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１４］　１つまたは複数の信号中のマルチキャストブロードキャストデータを受信す
ることと、
　前記マルチキャストブロードキャストデータに関係するスケジューリング情報を受信す
る際にエラーが発生したかどうかを判断することと、
　前記エラーが発生したと判断されたとき、前記マルチキャストブロードキャストデータ
の少なくとも一部分に対応するメディアアクセス制御（ＭＡＣ）レイヤパケット中のＭＡ
Ｃレイヤサブヘッダを復号することと、
　前記ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネル識別子が要求されたチャネルの要求されたチ
ャネル識別子に対応するかどうかを判断することと
を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ１５］　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記ＭＡＣレイヤパケット中のＭＡＣ
サービスデータユニット（ＳＤＵ）を通信レイヤに与えるようにさらに構成され、前記少
なくとも１つのプロセッサは、前記チャネル識別子が前記要求されたチャネル識別子に対
応すると判断する、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記ＭＡＣレイヤパケットに関係する物理チャネルがスケジューリング期間中の最後の
物理チャネルであると判断することと、
　前記物理チャネルが前記スケジューリング期間中の前記最後の物理チャネルであると前
記判断することに基づいて、後続のスケジューリング期間中に後続のスケジューリング情
報を受信することを試みることと
を行うようにさらに構成された、Ｃ１４に記載の装置。
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［Ｃ１７］　ワイヤレスネットワークにおいてマルチキャストブロードキャストデータを
受信するためのコンピュータプログラム製品であって、
　少なくとも１つのコンピュータに、１つまたは複数の信号中のマルチキャストブロード
キャストデータを受信させるためのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記マルチキャストブロードキャストデータに
関係するスケジューリング情報を受信する際にエラーが発生したかどうかを判断させるた
めのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記エラーが発生したと判断されたとき、前記
マルチキャストブロードキャストデータの少なくとも一部分に対応するメディアアクセス
制御（ＭＡＣ）レイヤパケット中のＭＡＣレイヤサブヘッダを復号させるためのコードと
、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネル識別
子が要求されたチャネルの要求されたチャネル識別子に対応するかどうかを判断させるた
めのコードと
を備える、コンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ１８］　前記コンピュータ可読媒体が、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記
ＭＡＣレイヤパケット中のＭＡＣサービスデータユニット（ＳＤＵ）を通信レイヤに与え
させるためのコードをさらに備え、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記チャネル
識別子が前記要求されたチャネル識別子に対応するかどうかを判断させるための前記コー
ドは、前記チャネル識別子が前記要求されたチャネル識別子に対応すると判断する、Ｃ１
７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１９］　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記ＭＡＣレイヤパケットに関係する物理チャ
ネルがスケジューリング期間中の最後の物理チャネルであると判断させるためのコードと
、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記物理チャネルが前記スケジューリング期間
中の前記最後の物理チャネルであると前記判断することに基づいて、後続のスケジューリ
ング期間中に後続のスケジューリング情報を受信することを試みさせるためのコードとを
さらに備える、Ｃ１７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２０］　ワイヤレスネットワークにおいてマルチキャストブロードキャストデータを
受信するための装置であって、
　１つまたは複数の信号中のマルチキャストブロードキャストデータを受信するための受
信構成要素と、
　前記マルチキャストブロードキャストデータに関係するスケジューリング情報を受信す
る際にエラーが発生したかどうかを判断するためのスケジューリング情報取得構成要素と
、
　前記エラーが発生したと判断されたとき、前記マルチキャストブロードキャストデータ
の少なくとも一部分に対応するメディアアクセス制御（ＭＡＣ）レイヤパケット中のＭＡ
Ｃレイヤサブヘッダを復号するためのＭＡＣプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）復号構
成要素と、
　前記ＭＡＣレイヤサブヘッダ中のチャネル識別子が要求されたチャネルの要求されたチ
ャネル識別子に対応するかどうかを判断するためのＰＤＵ識別構成要素と
を備える、装置。
［Ｃ２１］　前記ＭＡＣレイヤパケット中のＭＡＣサービスデータユニット（ＳＤＵ）を
通信レイヤに与えるためのデータ通信構成要素をさらに備え、前記ＰＤＵ識別構成要素は
、前記チャネル識別子が前記要求されたチャネル識別子に対応すると判断する、Ｃ２０に
記載の装置。
［Ｃ２２］　前記ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素が、後続のＭＡＣレイヤパケット中の後続
のＭＡＣレイヤサブヘッダを復号し、前記ＰＤＵ識別構成要素は、前記後続のＭＡＣレイ
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断し、前記データ通信構成要素は、前記ＰＤＵ識別構成要素が、前記後続のチャネル識別
子が前記要求されたチャネル識別子に対応すると判断したことに部分的に基づいて、前記
後続のＭＡＣレイヤパケット中の後続のＭＡＣ　ＳＤＵを前記通信レイヤに与える、Ｃ２
１に記載の装置。
［Ｃ２３］　前記ＭＡＣ　ＳＤＵに関係するフレーミング情報を判断するためのデータ識
別構成要素をさらに備え、前記データ通信構成要素が、前記フレーミング情報にさらに基
づいて前記ＭＡＣ　ＳＤＵを与える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２４］　前記ＭＡＣレイヤパケットに関係する物理チャネルがスケジューリング期間
中の最後の物理チャネルであると判断するためのデータ識別構成要素をさらに備え、前記
スケジューリング情報取得構成要素は、前記データ識別構成要素が、前記物理チャネルが
前記スケジューリング期間中の前記最後の物理チャネルであると判断したことに基づいて
、後続のスケジューリング期間中に後続のスケジューリング情報を受信することを試みる
、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２５］　前記ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素は、前のスケジューリング情報に部分的に
基づいて、前記ＭＡＣレイヤパケットが物理チャネルに対応するサブフレーム中にあると
判断することに部分的に基づいて、復号するために前記ＭＡＣレイヤパケットを選択する
、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２６］　前記ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素は、前記前のスケジューリング情報が受信
された時間期間にタイミングアドバンスを適用することに部分的に基づいて前記サブフレ
ームを判断する、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］　前記ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素が、後続のＭＡＣレイヤパケット中の後続
のＭＡＣレイヤサブヘッダを復号し、前記ＰＤＵ識別構成要素は、前記チャネル識別子が
前記要求されたチャネル識別子よりも小さいと判断する、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２８］　前記ＭＡＣ　ＰＤＵ復号構成要素が、次の物理チャネルインスタンスに対応
する後続のＭＡＣレイヤパケット中の後続のＭＡＣレイヤサブヘッダを復号し、前記ＰＤ
Ｕ識別構成要素は、前記チャネル識別子が前記要求されたチャネル識別子よりも大きいと
判断する、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２９］　前記マルチキャストブロードキャストデータが発展型マルチキャストブロー
ドキャストマルチメディアサービスデータに対応し、前記スケジューリング情報がマルチ
キャストスケジューリング情報ＭＡＣ制御要素から判断され、前記要求された論理チャネ
ルがマルチキャストトラフィックチャネルに対応し、前記要求されたチャネル識別子が論
理チャネル識別子に対応する、Ｃ２０に記載の装置。
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